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日程第 ３ 同意第 １号 高森町固定資産評価審査委員会委員の選任について

日程第 ４ 議案第 ２号 町道の路線の認定について
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日程第１１ 議案第 ９号 平成１９年度高森町一般会計補正予算について

日程第１２ 議案第１０号 平成１９年度高森町国民健康保険特別会計補正予算につ

いて

日程第１３ 議案第１１号 平成１９年度高森町老人保健特別会計補正予算について

日程第１４ 議案第１２号 平成１９年度高森町介護保険特別会計補正予算について

日程第１５ 議案第１３号 平成１９年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いて

日程第１６ 議案第１４号 平成１９年度高森町農業用水供給事業特別会計補正予算

について

日程第１７ 議案第１５号 平成１９年度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計補正
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日程第１８ 議案第１６号 高森町一般職員の給与に関する条例の一部改正について

日程第１９ 議案第１７号 平成２０年度高森町一般会計予算について
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て
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日程第２６ 議案第２４号 平成２０年度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計予算

について

日程第２７ 議案第２５号 高森地区簡易水道施設省エネルギー事業基金の設置、管

理及び処分に関する条例の制定について

日程第２８ 議案第２６号 高森町保育所入所児童の費用徴収条例の一部改正につい

て

日程第２９ 休会の件について
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２．出席議員は次のとおりである。（１０名）

１ 番 立 山 広 滋 君 ２ 番 森 田 勝 君

３ 番 田 上 更 生 君 ４ 番 甲 斐 直 三 君

５ 番 甲 斐 廣 國 君 ６ 番 後 藤 和 昭 君

７ 番 甲 斐 正 一 君 ８ 番 相 馬 俊 行 君

９ 番 三 森 義 高 君 １０ 番 後 藤 英 範 君

３．欠席議員は次のとおりである。（０名）

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１４名）

町 長 藤 本 正 一 君 教 育 長 渡 邉 哲 郎 君

総 務 課 長 岩 下 健 治 君 住民福祉課長 佐 伯 秀 和 君

税 務 課 長 桐 原 一 紀 君 産業観光課長 後 藤 正 三 君

建 設 課 長 瀬 井 公吉郎 君 会 計 課 長 佐 伯 実 範 君

教育委員会事務局長 色 見 隆 夫 君 総務課長補佐 村 上 源 喜 君

住民福祉課長補佐 長 尾 和 博 君 税務課長補佐 後 藤 秀 希 君

産業観光課長補佐 甲 斐 敏 文 君 建設課長補佐 後 藤 和 幸 君

５．本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名）

議会事務局長 古 澤 建 生 君 議会事務局係長 古 庄 良 一 君
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開会 午前１０時０７分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） お待たせをいたしました。会議に先立ち、町長のごあいさつを

お願いいたします。町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） おはようございます。

本日は、平成２０年の第１回定例会を開かれるに当たりまして、一言ごあいさつ

を申し上げます。

議員の皆様方におかれましては、公私とも何かとご多忙の折、ご出席を賜りまし

て、厚くお礼を申し上げるところでございます。

今年の冬も暖冬かと思われましたけども、年が明けてきまして、特に、２月にお

きましては、連日の寒さ厳しい冬となっております。そのような中で、議員各位に

おかれましては、ご壮健のご様子で、安心をいたしたところでもございます。

さて、平成２０年度予算をはじめ、各般にわたる議案のご審議をお願いするにあ

たり、所信の一端を申し上げたいと思います。

私も昨年４月の統一選挙におきまして、住民の付託を得て、町長として２期目の

当選をさせていただきました。早１年が過ぎようとしております。この間、町議会

をはじめ、町民の皆様方に温かいご理解とご協力を賜り、おかげをもちまして、町

政が順調に進展しつつありますことに対し、心から厚くお礼を申し上げるところで

ございます。

昨年は、高森町町政５０周年という節目の年を迎えたところでございますが、今

日の郷土繁栄の基盤を築かれた幾多の先輩諸侯のご功績と筆舌には尽しがたい苦難

とご努力に対しまして、改めて敬意と謝意を表するものでございます。

私といたしましても、心新たに、我が郷土高森町を愛し、歴史と伝統を守り、自

然を大切にしながら、少子高齢化が進む中、若い方々の定着を図り、真に住み良い

まちづくりのための総合計画に基づき、自然、環境、福祉の諸政策を進めていると

ころでございます。

役場横の工業団地におきましては、現在、青山製作所様の増築工事が始まってい

るところでございます。本年の夏がオープンだと聞き及んでおります。できる限

り、本町の若い方々が勤められることを希望するところでもございます。

また、昨年は、１１月に実施いたしました南阿蘇鉄道におきますＤＭＶ導入実証

実験区間での走行安定性等のデータ収集のための走行試験では、すべての項目でク

リアをし、今年３月２０日から２２日までの３日間、日中時間帯でのＤＭＶ運行計
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画がなされ、地域の周回ルート、また観光周遊のルートによります実証実験が行わ

れることになっております。議員の皆様にも一般試乗をお願いをいたしたいと思っ

ておりますので、後ほど、ご意見を賜りたいと、そのように思っております。

次に、本町と阿蘇市を結ぶ 短のルートでございます仮称、阿蘇縦貫道日の尾峠

線主要地方道昇格についてでございますけども、ここ数年来、阿蘇郡町村会、また

は熊本県町村会におきましても、議題として採択をなされ、国・県への要望をいた

しているところでございます。現在、この実現に向けまして、鋭意努力、また陳情

活動を行っています。昨年は、衆議院議員の坂本先生にも現地を踏査をしていただ

きましたし、本年１月１５日には三森議長と共々に、衆議院議員江田先生への陳情

もいたしているところでございます。この道路が整備されることにより、阿蘇南部

のみならず、九州横断自動車道延岡線との連絡等により、県内はもちろんのこと、

県外各都市への移動時間が短縮され、地域住民の利便性、そして改善、そして産業

・経済・観光・文化等の発展に多大な効果が期待できると確信をいたしているとこ

ろでございます。今後とも、この実現に向け、努力をしていく所存でございますの

で、議員の皆様方のご協力を重ねてお願いを申し上げるところでございます。

さて、日本の政治経済の状況は、前年度に引き続き、厳しい状況にあると言われ

ておりますが、平成２０年度地方財政対策の概要を見てみますと、規模といたしま

しては、本年度に比べて０.３％の増、８３兆３,９００億円と７年振りの増加とな

っております。しかしながら、地方再生対策費を除きますと、１,４００億円の減

で、規模といたしましては０.２％の減となります。

一方、地方自治体に も関係のございます地方交付税は、１５兆４,１００億円

で１.３％増が予定されておりますが、示された市町村個別算定経費に用います単

位費用が軒並みに減額となっております。

先に申し上げましたように、地方再生対策費を地方交付税に算入され、交付され

ることから、本町の交付額は普通交付税、ベース前年比で０.５３％の減という試

算結果となっております。

なお、国の本算定会議が７月になっておりますので、明確な判断はできません

が、このようなことからしてプラスの要因は考えられないというところでございま

す。

また、三位一体改革の柱でございます税源移譲につきましても、個人町民税所得

割の減少等から客体数が少ない自治体におきましては、これまた、プラスの要因は

考えれませず、歳入においても、地方交付税並びに町税の伸びも期待できないとい
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うのが現状であろうかと、そのように思っております。

次に、指定管理者制度でございますが、今回、高森町観光交流センター並びに奥

阿蘇特産品加工場につきましても、本年の４月からそれに移行するというのを目指

しているところでございます。指定管理者の選定に当たりましては、経費の節減効

果も１つの重要な要素でありますが、何よりも公の施設の設置目的に沿った施設運

営がなされ、利用する町民に対するサービス水準が も重要であろうかと、そのよ

うに判断をいたしております。

今後とも、自然と人が生き生きと輝き、心豊かで活気あふれる夢と希望に満ちた

郷土高森の構築を目指して、 善の努力を尽くしていくつもりでおります。皆様方

のご理解とご協力を心から切にお願いを申し上げるところでございます。

また、本年は、高森町総合計画策定の年となっておりますので、議員各位のご協

力をお願いを申し上げるところでございます。

つきましては、本定例会に上程いたします議案は、人事案件１件、条例案件７

件、予算案件１５件、その他の議決を求めるもの３件、合わせて２６件をご提案を

申し上げております。

以上、平成２０年度を迎えるに当たりまして、所信の一端を述べましたが、議員

各位のご理解とご指導を重ねてお願いを申し上げるところでございます。

申し上げました２６件の議案につきましては、後ほど説明をさせていただきます

ので、よろしくご審議の上、何とぞご賛同いただきますよう、お願いを申し上げ、

本議会の招集に当たり、ごあいさつとさせていただきます。よろしくお願いを申し

上げます。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） どうも、ありがとうございました。

ただいまから、平成２０年第１回高森町議会定例会を開会します。

なお、教育長 渡邉哲郎君からは、公務出張の旨、届出があっておりますので、

報告します。

これから、本日の会議を開きます。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（三森義高君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、４番 甲斐直三君、５番

甲斐廣國君を指名します。
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－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 会期の決定

○議長（三森義高君） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。

会期の決定につきましては、議会運営委員会に付託してありましたので、委員長

の報告を求めます。議会運営委員長 甲斐廣國君。

○議会運営委員長（甲斐廣國君） おはようございます。

議会運営委員会に付託されました、今議会の会期の報告をいたします。議会運営

委員会に付託されました平成２０年第１回高森町議会定例会の会期につきまして

は、本日３月６日から３月１４日までの９日間と決定をいたしております。以上、

報告終わります。

○議長（三森義高君） 議会運営委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日３月６日から

３月１４日までの９日間と決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 同意第１号 高森町固定資産評価審査委員会委員の選任について

○議長（三森義高君） 日程第３ 同意第１号、高森町固定資産評価審査委員会委員の

選任についてを議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めます。町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 同意第１号、高森町固定資産評価審査委員会委員の選任につい

て、ご提案を申し上げます。

現在の固定資産評価審査委員会委員であります高森町大字下切１１７５番地、工

藤政満氏は、２期６年間にわたり、本町税務行政にご尽力、またご協力をいただい

ておりますが、その任期が本年５月１１日をもって満了するために、さらに同氏を

再任いたしたくご提案をするものでございます。同氏は、人格、識見ともに高く、

広く社会の実情に通じ、固定資産評価審査委員会委員として適任者でありますの

で、地方税法第４２３条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございま

す。

どうか、速やかにご決定を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げ、提案説明

といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま
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す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

これから、同意第１号について採決いたします。

本件について、同意することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、同意第１号、高森町固定資

産評価審査委員会委員の選任については、これに同意することに決定いたしまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第４ 議案第２号 町道の路線の認定について

○議長（三森義高君） 日程第４ 議案第２号、町道の路線の認定についてを議題とい

たします。

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） おはようございます。

議案第２号で提案いたしました町道の路線の認定について、ご説明申し上げま

す。

町営住宅下町Ａ団地と下町Ｂ団地間の道路を住宅係で管理しておりましたが、今

回、まちづくり交付金事業として、下町山王園線の一部と住宅道路を整備するた

め、町道の認定をお願いするものであります。

路線番号２０５号、路線名、下町ＡＢ団地、認定区間は、起点下町Ａ団地の高森

町大字高森字町中１３３１番地地先から終点下町Ｂ団地の高森町大字高森字町中１

３７６番地１地先の総延長１４０メーターです。

町道の路線の認定については、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を

得る必要があるため、提案するものであります。

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜り、ご決定いただきますよ

うお願い申し上げます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。２番 森田 勝君。
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○２番（森田 勝君） ２番 森田です。

今出ました下町Ａ・Ｂ団地の道路についてちょっとお伺いいたします。

これの間には、ちょっと個人の土地が少し入っていると思いますけど、その土地

が今後、どのようなふうに町としては考えておられるのか、聞きたいと思います。

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） 個人所有の土地が４名か５名程度おられると思います。

用地交渉についても、今から行いますので、今後、協力をしていただいて、早期に

用地買収を行い、測量をして、実施したいと思います。

以上です。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） この道路は、私もちょくちょく通っていますけど、急々、いろ

んな事態が発生した時は、狭くて、私も前々からこの道はどうにかならないかなと

思っていた案件でございますので、一生懸命努力されまして、お願いしたいと思い

ます。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２号は、建設経済常

任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第５ 議案第３号 高森町後期高齢者医療に関する条例の制定について

○議長（三森義高君） 日程第５ 議案第３号、高森町後期高齢者医療に関する条例の

制定についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） おはようございます。

議案第３号で提案いたしました高森町後期高齢者医療に関する条例の制定につい

て、提案理由のご説明を申し上げます。

この条例は、現在の老人保健にかわり、本年４月１日より新たに始まります後期
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高齢者医療制度の中で、高森町が行わなければならない業務について定めるもので

ございます。

ご存じのように、この制度は、熊本県内のすべての市町村が加入する広域連合を

事業主体として発足し、運営しますことから、第４条の保険料の納期を除き、同文

議決をお願いするものでございます。

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げ、説明といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。４番 甲斐直三君。

○４番（甲斐直三君） ４番 甲斐でございます。

ちょっとお尋ねをいたしますが、この後期高齢者医療に関する条例ということ

で、この議会に提出されました。この制度につきましては、前からある程度は説明

を聞いていたところでございますけれども、福祉課長さんの方に聞きますと、大体

ならば１２月議会ごろに提出していただきまして、その旨を７５歳からの高齢者に

対する説明ということでしていただくということでございましたけれども、今、本

町におきます高齢者の方々の、これは４月１日からされるようでございまして、保

険料の関係も随時されているものと思いますけれども、その点につきまして、ちょ

っと課長さんの方にお聞きいたします。

納得をされるような形で説明をされておられるのか、今後、また、保険料に係り

ます医療制度が、医療制度と言いますか、どのようなあれがありますか。ちょっと

お尋ねしたいと思いますが。

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） お尋ねがございましたので、お答えを申し上げます。

ご存じのように、この制度が、本来、お話のように１２月議会ぐらいでご決定い

ただいて、住民の皆さん方に周知する期間というのがあればよかったんですが、先

ほども申し上げましたように、この制度は高森町が独自にする制度ではございませ

んで、日本全国一律に発足いたします。国会審議が非常に遅れておりまして、国の

決定が遅れたということもございまして、私どもの方にお示しいただいたのが、２

月に入ってからということもございまして、この議会に提案をさせていただくわけ

でございます。

それから、試算について、住民に周知をしているかというお話だと思いますが、

このような非常にわかりやすく要約をいたしまして、各家庭にすでに回覧で配付を

いたしております。回覧じゃなくても、各家庭に１枚ずつ取っていただこうという
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ことで、保険料等については、今後、それぞれのご家庭によって、額が違ってまい

りますので、また、わかりやすく周知をしていきたいというふうに考えておりま

す。

それから、あらゆる機会を捉えて、私の方でも出向きまして、サロン事業等も行

っておりますので、そういう方がお集まりになる場所におじゃまをいたしまして、

できるだけ詳しく説明をするようなこともいたしております。

以上でございます。

○議長（三森義高君） 他に質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３号は、文教厚生常

任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第６ 議案第４号 職員の自己啓発等休業に関する条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 日程第６ 議案第４号、職員の自己啓発等休業に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） おはようございます。

議案第４号、職員の自己啓発等休業に関する条例の一部改正についての提案理由

をご説明いたします。

本条例改正につきましては、学校教育法等の一部を改正する法律、いわゆる教育

三法というのが大幅な改正をなされまして、その中の学校教育法が、これまた大幅

に改正をなされております。その中の第９章、大学に係る条文の条番号が繰り下げ

られておりまして、関係いたします条番号の整理を行ったものでございます。条文

の改正はなされておりません。

以上、ご説明いたしましたが、慎重ご審議いただき、ご決定賜りますよう、よろ

しくお願いをいたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま
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す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

これから、議案第４号について採決いたします。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４号、職員の自己啓

発等休業に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第７ 議案第５号 高森町納税組合奨励に関する条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 日程第７ 議案第５号、高森町納税組合奨励に関する条例の一

部改正についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。税務課長 桐原一紀君。

○税務課長（桐原一紀君） おはようございます。

議案第５号、高森町税条例の一部を改正する条例について、提案説明をいたしま

す。

ご承知のとおり、納税組合に対する奨励金の交付につきましては、納税に関する

納税意欲の向上と納税等の完納を図ることを目的として、これまで約３０年間にわ

たり奨励金を交付してまいりました。しかし、この組合に対する奨励金の交付につ

きましては、税法の趣旨に反し、妥当性を欠くとの旧自治省の見解でありまして、

したがいまして、奨励金を手数料と改め、条例の改正を行うものでございます。合

わせて、支給率の１００分の３を１００分の２に改正するものでございます。

よろしくご審議を賜り、ご決定くださいますよう申し上げ、説明を終わります。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。３番 田上更生君。

○３番（田上更生君） ３番 田上です。

ただいまのご説明によりますと、旧自治省の見解というようなことでございます

けれども、その中で、今、納税組合を通じての納税のパーセント、あるいは、かわ
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ります口座振替等の割合比率と、今回１００分の３を１００分の２に改めるという

ようなことでございますけれども、昨今、プライバシーの侵害というものが大きな

社会的な問題になっているかというふうに思いますが、今後、この取り扱いについ

て、どのようにお考えか、今後、どのようにしようかとするという方向性があれ

ば、お伺いしたいと思います。

○議長（三森義高君） 税務課長 桐原一紀君。自席からの答弁を許します。

○税務課長（桐原一紀君） 現在、納税組合数は１１８組でございます。この中で、以

前は、１２９ですから、約１０組合ほど減少しておりますけども、今回、この改正

に先立ちまして、納税組合長さんあてに１月３１日付けの文書で、納税組合の取り

扱いということで、全組合員さんが 終納期内に完納いただいた場合に奨励金を継

続して交付するということで、文書を流しております。

本来なら、全組合長さんを集めて、ご討議を願って行いたいところでございます

けれども、旧自治省の見解ということで、違法であるということでございますの

で、差し当たり、手数料と改めて、今回、支給したいということでございます。

今現在、２０年１月２９日に決済をいただいておりますけれども、一般完納奨励

金は１１８組合の中に、金額といたしまして３６２万５,５００円、それから、国

民健康保険税完納奨励金３４７万７,１００円、合わせまして７１０万２,６００円

を支給しております。その他に、組合長さん手数料といたしまして４５万８,６０

０円を支出しております。

口座振り込み等の件数はまだ把握しておりませんけれども、これによりまして、

１％下げることによりまして、約１８０万程度の減額ということになります。

以上でございます。

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。

○３番（田上更生君） もう１つ、今お答えが漏れておったかと思いますけれども、こ

れ、納税組合で納入しますと、先ほど申し上げましたプライバシー等の問題が出て

くる可能性も大きく今後あるんじゃないだろうかと、今、社会問題になっておりま

すので、そこら辺が、今後方向性があれば、お伺いしておきます。

○議長（三森義高君） 税務課長 桐原一紀君。

○税務課長（桐原一紀君） すみませんでした。実は、納税組合長さんが毎年替わられ

るところもございまして、町の方から納付書を配付してお願いするわけでございま

すけれども、その中で、個人的に納付書の金額がわかるわけでございます。その中

で、今、個人情報保護法ということで、「あそこのうちはうちよりも立派な家をし



－ 16 －

ているのに、金額が安い」とか、そういうことが現在、ちらほら伺っております。

そういう関係で、個人情報保護法の関係もありまして、できましたら、なるべく口

座払いの方に今後はやっていきたいということでございます。

以上でございます。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） これで審議を終わります。質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５号は、総務常任委

員会に付託すること決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第８ 議案第６号 高森町朋遊館条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 日程第８ 議案第６号、高森町朋遊館条例の一部改正について

を議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第６号で提案いたしました高森町朋遊館条例の一

部改正につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。

今回の改正案は、第３条及び第４条で朋遊館に併設いたしております温泉施設の

運営につきまして、休館日及び開館時間を条例から規則に委ね、経費面からもより

効率的に運営できるようにするものでございます。もちろん、条例でもそれぞれの

条項に町長の裁量権がうたわれておりますが、年末年始や季節による開館時間など

を協議の上、規則で定めることといたしております。

ご審議の上、決定いただきますようお願い申し上げ、説明といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６号は、文教厚生常

任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第９ 議案第７号 高森町観光交流センターの指定管理者の指定について

○議長（三森義高君） 日程第９ 議案第７号、高森町観光交流センターの指定管理者

の指定についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。産業観光課長 後藤正三君。

○産業観光課長（後藤正三君） 議案第７号で提案しました高森町観光交流センターの

指定管理者の指定について、ご説明いたします。

本議案は、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、次に掲げる３項目に

ついて、議会の議決を得る必要があるために提案するものであります。

まず、指定管理者に管理を行わせようとする対象施設の名称としましては、高森

町観光交流センターです。次に、指定管理者となる団体等の名称は、高森町観光協

会会長、堀 健祐氏です。また、指定の期間としましては、平成２０年４月１日か

ら平成２３年３月３１日までの３年間となっております。

なお、指定管理候補者の選定につきましては、２月２２日に選定審査会を開催

し、応募された１件について、総合的に判断した結果、指定管理候補者として適切

であるとの意見を尊重し、今回提案したものであります。

以上、議案第７号についてご説明申し上げましたとおりでございます。審議の

上、ご決定賜りますよう、お願いを申し上げ、説明といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第７号は、建設経済常

任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－
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日程第１０ 議案第８号 高森町奥阿蘇特産品加工場の指定管理者の指定について

○議長（三森義高君） 日程第１０ 議案第８号、高森町奥阿蘇特産品加工場の指定管

理者の指定についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。産業観光課長 後藤正三君。

○産業観光課長（後藤正三君） 議案第８号で提案しました高森町奥阿蘇特産品加工場

の指定管理者の指定について、ご説明いたします。

本議案は、議案第７号と同様に、地方自治法第２０４条の２第６項の規定によ

り、次に掲げる３項目について、議会の議決を得なければならないため提案するも

のであります。

まず、指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称としましては、高森

町奥阿蘇特産品加工場であります。次に、指定管理者となる団体等の名称は、有限

会社ヴルスト阿蘇取締役、中村敏治氏です。また、指定の期間としましては、平成

２０年４月１日から平成２３年３月３１日までの３年間となっております。

なお、今回の指定につきましては、平成１９年第４回定例会で議決いただきまし

た加工場条例の一部改正に基づき、町において、総合的に判断した結果、指定管理

候補者として適切であるとの意見に達しましたので、今回提案いたしました。

以上、審議の上、ご決定賜りますよう、お願いを申し上げ、説明とさせていただ

きます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第８号は、建設経済常

任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１１ 議案第９号 平成１９年度高森町一般会計補正予算について

○議長（三森義高君） 日程第１１ 議案第９号、平成１９年度高森町一般会計補正予

算についてを議題といたします。
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本案について、提案理由の説明を求めます。町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 議案第９号でご提案を申し上げました平成１９年度高森町一般

会計補正予算案について、ご説明を申し上げます。

今回の補正は、平成１９年度の 終補正でありますので、歳入全般にわたりまし

て収入の確保を図りまして、歳出においても不用額を極力抑えるため、科目全般に

わたり補正を行うものとし、財政状況が今後なお一層厳しい状況が予想されるため

に、その財源として基金の積立を計上をいたしております。

今回の補正予算は、総額で４,１１２万４,０００円の増額となり、これを現計予

算と合算いたしますと、歳入歳出それぞれに３９億９,９７２万５,０００円となり

ます。

それでは、ページ数から申し上げます。６ページの第２表に債務負担行為補正に

つきましては、高森町職員の不服申し立て事案処理に必要となる経費の期間を採決

に至るまで、及び採決後精算の日までとし、限度額は当該期間における経費の合算

額といたしております。また、今回、限度額を表示いたしておりませんのは、審理

の展開が予測できないことから、また、経費につきましても、予測できないことに

よるものでございます。なお、限度額を表示しなかったことにつきましては、地方

自治法施行規則第１４条に基づく予算の調整の様式の中に、債務負担行為の備考

２、限度額の金額表示が困難なものについては、当該欄に文言で記載することがで

きるとの例にならったものでございます。

次に、債務負担行為の変更につきましては、住民基本台帳ネットワークシステム

導入に係りますリース金額について、見積入札により補正前の限度額８３７万円を

７６５万円に減額するものでございます。

７ページの第３表の地方債補正の変更につきましては、各事業の実績に伴います

限度額の補正であります。

以下、歳入予算の主なものについて申し上げます。

１０ページからの町税につきまして、町民税・固定資産税・軽自動車税・入湯税

の現段階での収入見込額を計上いたしております。なお、町民税の個人分につきま

しては、所得の減少により減額補正をいたしております。自主財源である地方税に

おきましては、今後とも徴収率アップに努め、収入の確保を図ってまいります。

また、１１ページの地方交付税におきましては、普通交付税の決定額との調整を

いたしております。

分担金及び負担金につきましては、各事業の確定見込みによりますそれぞれの調
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整を行っております。

１２ページの使用料及び手数料につきましても、調整を行っているものですが、

その中で商工費使用料の湧水トンネル公園使用料につきましては、昨年の梅雨前線

また豪雨等の影響によりまして、来場者数が減少したことにより、減額補正を行っ

ております。

１３ページの国庫支出金の国庫負担金につきましては、各事業の確定見込みによ

りそれぞれの調整を行っておるものでありますが、その中で、児童福祉費負担金

は、高森保育園に措置する１歳未満児の増加により増額となっているもので、保険

基金安定負担金につきましては、国民健康保険運営に係る国の負担金が増額となっ

ております。

また、教育費国庫補助金の地域住宅交付金につきましては、草部コミュニティー

センターの建設に伴います草部僻地集会所並びに草部保育園の解体工事事業に係る

費用の減少による減額を行っております。

１４ページから１５ページの県支出金の県負担金及び県委託金につきましては、

各事業の確定見込みによりそれぞれの調整を行っております。

１７ページの雑入の内、１,２１４万４,３７５円につきましては、阿蘇広域事業

組合が行っておりました検診業務が今年度をもって終了することになりましたの

で、この事業基金を精算をいたしております。

１８ページの町債につきましては、現在の各事業債の許可見込額によります調整

をいたしております。

以下、歳出予算の主なものについてご説明を申し上げます。

歳出予算全般にわたる人件費につきましては、給料、手当額、共済掛金等の 終

見込み並びに後でご提案申し上げますけども、人事院勧告に基づきます必要となる

所要の経費に係る補正を行っております。

また、１９ページから、各事業に必要な経費の 終見込みにより、歳出予算全般

にわたり、主に減額補正を行っております。

２３ページの企画費の地方バス路線維持補助金につきましては、住民の方々の重

要な移動手段である町民バスの運行のために、１１２万２,０００円の増額をいた

しております。

２８ページの民生費の後期高齢者医療事業費につきましては、平成２０年度から

運営が開始されます後期高齢者医療制度発足に必要なシステム改修の経費を補正を

いたしております。
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２９ページの国民健康保険事業費の繰出金は、医療費の増額見込みによります国

民健康保険特別会計への追加支出分を計上いたしております。

３０ページの児童福祉施設費の扶助費につきましては、歳入にて説明を申し上げ

ましたとおり、高森保育園に措置をする１歳未満児の増加による増額のものでござ

います。

３７ページの土木費の道路新設改良費は、町道下町湧水館線等の事業費減額によ

ります調整でございます。

また、３８ページの住宅費につきましては、本年度の各工事費確定によります減

額を計上いたしております。

３９ページの常備消防費の負担金補助及び交付金につきましては、阿蘇広域事務

組合の消防負担金の 終調整によります減額でございます。

４５ページの社会教育施設費の工事請負費につきましては、先ほど、歳入の時に

ご説明申し上げました草部僻地集会所等の解体工事費用の減額による補正でござい

ます。

４６ページから４７ページの災害復旧費につきましては、道路災害、農地災害、

林道災害の各事業費確定によります補正を行っております。

４８ページの基金費につきましては、これからの財政の弾力的運用を図るため

に、財政調整基金などの積立を行うための予算を計上いたしております。財政調整

基金におきましては、この９,６３９万２,０００円を積立することによりまして、

平成１９年度の３月補正後の現在高は約２億６,４００万円となる見込みです。な

お、他の基金につきましては、基金利子相当分を計上をいたしております。

平成１９年度も年度末となりましたので、 後になりますが、今後も予算の執行

には万全を期し、限られた予算で 大の効果が上げられるように、なお一層の事務

事業の効率化を図りながら、健全な財政運営に心がけてまいる所存でございますの

で、よろしくお願いを申し上げます。

以上、今回、提案をいたしております補正予算について、その概要をご説明を申

し上げましたが、ご審議をいただき、ご決定を賜りますように、よろしくお願いを

申し上げ、説明を終わります。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。３番 田上更生君。

○３番（田上更生君） ３番 田上です。

ただいまご説明がありました債務負担行為補正の件でございますけれども、事項
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の中で、高森町職員の不服申し立て事案処理に必要となる経費というふうにうたわ

れております。これとこれは、これからおそらくこの前の弁護士の着手金等に係る

件だろうというふうに思っておりますけれども、万が一、これは、職員の方々もい

ろんな不服申し立て、認められますと、また、それに対する補償費なり、いろんな

部分がここに入ってくるんではないだろうかというような思いもいたしておりま

す。

それと、金額については、経費でなからんとわからんというようなことでござい

ますけれども、これ、金額も法的には認められているというようなご説明がありま

したが、これにつきましては、期間も設定がない、金額もないというようなこと

で、町民に、これ、公開された時に、町民に理解が本当に得られるんだろうかとい

う思いがしてならないわけでございますが、ましてや、私達も議員にならせていた

だきまして１年経って、後３年でございます。期間の設定もないというようなこと

で、これを公正に、私達がこれを承認していいんだろうかという思いがいたしてお

りますが、いかがお考えでしょうか。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。自席から答弁を許します。

○総務課長（岩下健治君） これにつきましては、前回の議会終了後等、大変議員の皆

様には追認という形でお願いをいたしまして、ご迷惑をかけておるところでござい

ますけれども、それを受けまして、今回、債務負担行為の補正ということで追加で

上げておりますけれども、実を申しますと、昨日、第１回の口頭審理が行われてお

ります。議員さん、傍聴に来られた方もいらっしゃいましたので、内容等につきま

しては、わかられるんじゃないかと思いますけれども、この期間限度額がわからな

いということで、いわゆる地方自治法施行規則第１４条の規定を使って、債務負担

行為を上げたということでございます。

先ほど、金額の件ですけれども、後の人事院によります採決が行われた後のさっ

きおっしゃいましたどちらが、言い方が悪いかも知れませんけども、勝つか負ける

かというお話かと思いますけれども、その費用は想定をいたしておりません。当

然、弁護士費用と熊本県人事委員会に係る経費ということで、ここに上げさせてい

ただいております。その後の補償費とかは債務負担行為ということじゃ、上げられ

るようなことじゃありませんので、その件につきましては、ご理解をいただきたい

と。

昨日も第１回の口頭審理開かれましたけれども、後６名の方が相手方の承認とし

て申請が出されております。２名ずつやりますと、後３回の口頭審理が開かれると
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いうことでございますので、それも昨日、審理長の方から次回は７月だというよう

な申し出が、それを早めてくれないかということでございました。７月というのを

早めてもらえないかと申立人側の方がありまして、今日、ファックスで４、５の日

程で都合のいい日ということで、調査がまいっております。

そういうこともありますので、とにかく、１９年度中には裁決に至らないという

ことで、２０年度にずれ込むのは必至でございます。そういうことで、この債務負

担行為の補正の追加を上げさせていただいたところでございます。

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。

○３番（田上更生君） これを見ますと、私が無知なのかもしれませんけれども、これ

を見ますと、町民の皆さん方、これ、反応として、請求されたしこはいくらでも出

すと、期間は何年でも出すというような受け取り方しか私はされないんじゃないだ

ろうかというふうに思えてならんのですが、私のそこ辺な、無知な部分でしょう

か。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） いつまでもということじゃないと思います。後３回口頭審

理が開かれるということでございますので、２カ月ごとに開かれれば、後半年、そ

れから、人事委員会の委員の皆さんの裁決に至るまで時間がかかっても８カ月ぐら

いかなというふうに思っております。

人事委員会につきましては、いわゆる文書のやり取り、証拠書類等の、そういう

やつを相手方にやったりとかというコピー代とか、人事委員会の人事委員さんを招

集する分の経費ということで、請求があるということでございますので、これは、

昭和３５年に、熊本県人事委員会に委託をした時に、人事委員会を持ちませんの

で、町の方で、ほとんどの町村がそうでございます。その時に、その経費というも

のは、経常経費ですと、当然、予算の中に上げております。いわゆる不服申し立て

等の経費につきましては、その都度、その都度、人事委員会の方から自治体の方に

請求があるということでございますので、予算内にお尋ねしましたけれども、その

費用がわからないと、まだ、昨日、第１回の口頭審理があったばかりでございます

し、その費用もわからないということでございますので、債務負担行為で上げるべ

きだということに判断をして、債務負担行為の追加ということで上げさせていただ

いております。

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。

○３番（田上更生君） 今のような説明であれば、２０年度までぐらいにはというよう
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なニュアンスかというふうに思いますが、であれば、弁護士の方から請求があった

時に金額を上げた方が町民としても理解しやすいんではないだろうかというふうに

思いますが、いかがですか。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） この前、問題になりました弁護士の着手金について、それ

が継続をしていくということでございますので、負担行為で当然あげるべきだとい

うふうに判断をいたしました。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） ２番 森田です。

今のこの件で、私もちょっと、今、疑問に思うところがあります。住民より、確

かに、職員の話についても、いろいろな話を私も聞いております。それについて、

今、３番の田上議員が申されますように、金額もわからない、期間も何十年もかか

るかわからないというようなことでございます。本当に、私達が今から議論せにゃ

ならんというように思っているわけでございます。

その中で、今、総務課長が話されましたように、金額的にはわからない。後３回

すれば、大体終わるんじゃないかというような話でございますけど、それが私達に

ついても、３回で終わるとか、４回で終わるとか、私は思っていません。それにつ

いて、もう少し、総務課長もはっきりした答弁をしてもらわんと、ただ、予算を組

んでくれということでは、私達も納得がいかないわけでございます。その方面につ

いて、もう少し総務課長の方から。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 回数の件につきましては、人事委員会の方から第１回目

は、私を証人として喚問と、第２回目につきましては、申請者２名を喚問と、３回

目は、また証人申請してあります後２名を喚問と、４回目は、残りの２人を喚問

と、申立人側の後６名が残っているということでございますので、期間につきまし

ては、先ほど申し上げましたように、２カ月か３カ月でされても、２０年度中には

何とか裁決が出るんじゃないかというふうに考えております。

後については、承認申請が相手方もなされておりませんし、処分庁の町側、教育

委員会側も承認申請いたしておりません、今のところは。それで、４回で口頭審理

は終わると、現時点では考えておるところでございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 今、総務課長が言われましたように、現段階では終わらないと



－ 25 －

いうお話でございますが、現段階というのがどのぐらいの段階ですか。そこをもう

ちょっと少し。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 申立人側からも証人申請がなされていないということでご

ざいます。今後、おそらく、人事委員会の方と言いますか、審理機関の方では、今

後、証人の申し付けを受け付けるのかどうかというのは疑問でございます。証拠書

類等全部出し終わっておりますので、後は口頭審理のみということでございますの

で。以上でございます。

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。

○１番（立山広滋君） １番 立山です。

私も、今、２番さん、３番さん議員がおっしゃいましたように、無知でちょっと

わからないことをお聞きいたします。多分、この債務負担行為というのは、後年に

わたって支出を要するものだと思います。それで、これは、全然話は違いますけれ

ども、総務課長の方から昨日の人事委員会の例の話が出ましたけれども、非常に私

は無知で、率直に申し上げますけれども、どうしてあんなことまでして、同じ釜の

飯を食った職員同士があんなことをしなきゃならないのか、非常に、私は昨日、傍

聴しましたけれども、情けなく思った次第でございます。

一応、この件については、また、他のいろいろ議論する場もあろうかと思います

けれども、今、この６ページの債務負担行為の中で、今、申し上げましたように、

後年にわたって支出を要するものということで、期間もないし、限度額もない、限

度額の方は法で定められているという説明でしたけれども、この事項の中にありま

す事案処理に必要となる経費、これ、はっきりどのような経費があるか、説明願い

たいと思います。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 弁護士費用と人事委員会から来ます必要経費ということで

ございます。

○議長（三森義高君） ６番 後藤和昭君。

○６番（後藤和昭君） ６番 後藤です。

補正の中に債務負担行為の補正というようなことで上がっておりますが、議会を

代表いたしまして、議長、私、できれば、こういう状態にならないうちに和解がで

きないかというような申し入れをいたしましたが、その方向性、それに努力をされ

たかどうか、口頭弁論、それがあってから、その結果を見てからということでござ
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いますが、今後の対処の仕方、あくまでも、そういう争いの仕方をするのか、もし

くは、今、先ほどから３名の方が言われたように、庁舎内であんまりごたごたした

らいかんというようなことが強く皆さん、要望されておると思いますが、できれ

ば、何とか、いい方法が見出せるなら、その方に全力を尽くすのが本当だと思いま

すが、どういうふうに考えておられますか。総務課長。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 和解というお話ですけれども、この件につきましては、職

員のいわゆる法的な権利によりまして、相手方の方が人事委員会の方に不服の申し

立てをされたものでございますから、地方公務員法に基づいてですね、その中に

は、町の方から取り下げとか、そういうのは前回もお話ししましたように、できな

いということになっております。そういうことですので、当然、向こうの審理を申

立人側が求められているわけですので、それを私達は粛々と受けるしかないという

ふうに思っております。

○議長（三森義高君） ６番 後藤和昭君。

○６番（後藤和昭君） 昨日、行かれた議員さんの話を聞くと、要するに、説明不足と

か何とかじゃなくて、議会が議決したことに対して、相当厳しいお話があったよう

でございます。説明不足はありながら、その点で 終的に議決して、それはお宅達

は説明を十分にしないで、委員会でもさんさんごうごうあった後で釈明をされて、

そして、その結果は口頭弁論の中で、顧問弁護士の方からは議会で議決しておるじ

ゃないかという厳しい言葉をいただいたということでございますが、非常に、私達

は、議会側としては、憤りを感じておるわけでございます。内容説明は、お宅達

が、こういう状態だから、こういう進行形にあるというようなことを委員会付託し

た中で説明を十分になさないまま、可というような、可決したというようなこと、

結果がこういう状態で出てくるわけでございます。だから、あなた達の役目は、あ

くまでも、その委員会において、包み隠さず話して、それによって、議会側は判断

するわけでございます。委員会の中で。それが結果的には、委員長報告となって、

本会議で 終日にあるわけでございますが、その後で、要するに、内容について、

詳細について、説明が足りなかったというような釈明をしても、そういうやつは法

的には根拠がないわけですね。だけん、昨日の話を聞くと、行かれた方の話を聞く

と、議会が悪いと、議決したことにおいて、非常に悪いというようなことでござい

ますが、そういうことがなされるということは、これは、補正の中に入っています

ので、委員会付託がございますが、総務委員長はじめ、真剣に取り組んで、議会の
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重さ、議会としての役目、これをぴしっと、今後、何事においても示していかなけ

れば、大変な方向に行くんじゃないかと、強く思っているわけでございます。

以上です。

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。

○５番（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

今、副議長からもお話がありましたけれども、この案件について、やっぱり議会

が前々議会の時ですかね、弁護士の費用について、議会が認めておりますので、こ

ういう形でないと、提案ができないというのが、議会運営委員会でも、これ、取り

上げて審議した内容でございますけれども、自治法に則って、されているというふ

うに思っております。

それで、いろいろ町民の反応、私もさんさんごうごう聞きます。今、非常に財政

厳しい町村なり、県なりありますし、財政上、破綻するような町村もあります。そ

ういった状況の中で、一生懸命、町民のために闘っておる職員もたくさんおられま

す。まだ、高森の職員は少し甘えておるんじゃないかという意見もたくさんありま

す。議員さん、しっかりしてくれよと、この改革について、私は、前総務委員長の

時に、非常に改革を進める上で、いろいろ審議をし、また、特別委員長もしました

けれども、 後の報告で、職員の皆さんにも私も説明をしたつもりであります。

しかしながら、こういう形で現れてきた、その原因は、やっぱりいろいろあると

思います。追求すればですね。しかし、もう少し双方、町民のために考えてほしい

なと、そして、さっき副議長が言われましたように、執行部としても、町長さんも

ですね、それなりに町民との対話を持っていただいて、何とか、裁判まで持ってい

かないで和解で、これが片づくというような方向が、これ、裁判いつまでかかるか

わかりませんので、今始まったばかりでありますが、途中でも和解はできるわけで

ありますから、一日も早く、こういうものが解決できるような方向を、私は探って

ほしいというふうに思っております。

この議案については、法的に、こういう形でないと、全く、裁判費用がいくらか

かるかわからん、日にちもわからん形で、いくら出せなんの言うたっちゃ、執行部

も出せないだろうというふうに思っておりますので、これは、仕方がないと思いま

すが、そういう努力をしていただきたい。一日も早くしていただきたいというふう

に思っております。

それで、さっき言いましたように、人事異動とか、そういうものが絡んでこうい

う形になったんじゃないかというふうに思っておりますけれども、改革する時は、
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お互いがやっぱり傷みをわけんとできないというふうに私は思っております。そう

いうことで、内容については、これ以上申し上げませんけれども、一日も早く和解

で解決ができるような方向を探っていただきたいと、しっかり努力をしていただく

ならばというふうにお願いをするところでございます。

以上です。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。答弁お願いします。

○町長（藤本正一君） 大変、議員の先生方にはご心配をおかけいたしているところで

ございます。当然、昨年の３月議会の議員の皆さん方の議決を得まして、改革を行

うということで、６月１日に改革を行いました。その前に、いろんな議員の皆さん

方も約１年半にわたりまして、改革についてはご相談を申し上げてきましたし、私

自身も職員に命じて、大体、課長補佐さんという感じで１３、４名の方々に１年間

にわたって、高森町にふさわしい改革は何が一番いいかと、十分機会があるたび

に、よそのまねはだめですよと、町にふさわしいやつを出してくださいということ

をお願いして、約１年間、１３、４回かたったろうと思いますが、私はそれには参

加いたしておりませんけども、お聞きをし、そして、また議員さんの方々にもお話

をし、一番、今、町が必要なということでお願いをして、議決をいただき、改革を

いたしたということでございます。そのことに関して、何ら、私は自分自身は皆さ

んのご協力のもとにできたと、そのように思っております。

ただ、一つだけ、皆さん方、考え方が少し私と違うところは、どこの一家でもそ

うでございますけれども、不足はございます。確かに、痛手もございますし、リス

クもございます。そして、いつも、この前も、８番議員からも言われましたが、も

っと早く仲良くする方法を考えなさいという指示も受けておりますし、また、私も

これが決してベストとは言えませんよと、いい機会の時は、直しましょうと、勇気

持って公言したから、それをしていかにゃんという法律はございませんから、公言

しても、直さないといけない時は直さないといけない、それは十分わかっておりま

す。しかしながら、今、総務課長が申しましたように、訴訟の方は、不服申し立て

は職員の方から人事委員会に行っておりますものですから、うちから出たものでは

ございませんものですから、どのような打ち合わせができるものかというのは、ま

だ、今のところはわかっておりません。ただ、人事委員会の不服申し立ての裁決、

不か可かわかりませんけども、そのことができたら、そのことには従いたいなと、

そのように思っております。何年もかかるんじゃなかろうかというお話でございま

すが、人事委員会さんも、職員の方、またうちからの答弁者も呼んで、交互に、今
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聞かれておりますから、それが４回か５回、まだちょっと報告、昨日のことですか

ら、今朝まで報告は受けておりませんけども、その報告は４回になるのか、５回に

なるのか、それはちょっと私もわかりませんけども、その他については、債務負担

といいますか、結局は、先ほど、１番議員がおっしゃいましたように、後年にわた

り支出を伴いますよと、負担が伴いますよと、当然のことだからと、そのように思

っております。ただ、決して、その結果が出てから、それはいや、それはできん

と、悪いやつは次から次、また裁判ぞと、そういうふうには、私、決して考えてお

りません。ただ、この結果は、踏まえるべきだろうなと、そのように思っておりま

す。

これが、今の心情でございます。大変、皆さん方に、職員のこと、またいろんな

ことでご心配かけておりますけども、やはり、ここは乗り越えなければいけない問

題じゃなかろうかなと、そのように思って、今、改革に取り組んでおります。その

結果が、今回の平成１９年度、２０年度と、そのような予算編成がなされているの

も、やはり、子や孫にも、余分なことですが、子や孫にも借銭を残さぬよう、８億

円戻して、４億円しか借りられない、本当に苦しい時、今度は８億円戻したから、

８億円貸してくださいと、泣いてすがるごうございます。しかしながら、ここは皆

で我慢する時は我慢せにゃいかんなと、それが、本心でございます。決して、裁決

が出て、そのことが不満で、また次に持っていこうと、そういう気持ちは毛頭ござ

いません。それについては従うつもりでございます。

○議長（三森義高君） お諮りします。しばらく休憩したいと思いますが、ご異議あり

ませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。しばらく休憩します。１１時３５分から

行いたいと思います。よろしくお願いいたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午前１１時２５分

再開 午前１１時４０分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

税務課長の方から訂正の申し入れがあっておりますので、発言を許します。税務

課長 桐原一紀君。

○税務課長（桐原一紀君） 先ほど、議案第５号で提案説明いたしました、私の方が税
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条例の一部改正ということで、提案説明いたしましたけれども、高森町納税組合奨

励に関する条例の一部ということで、訂正してお詫び申し上げます。

○議長（三森義高君） それでは、意見を求めます。他にございませんか。８番 相馬

俊行君。

○８番（相馬俊行君） ８番 相馬です。

追加で出ております債務負担行為で、各議員さんそれぞれ意見が出ておりますけ

れども、非常に、私もこの点につきましては、非常に残念に思っております。９月

の議会で申しましたように、一日も早い解決を願うわけでございますけれども、貴

重な税金がこういう形で出ていくわけでございます。非常に財政上、厳しい中で、

多くの住民サービスも削りながら、予算を作っておられることでございますけれど

も、そういう中で、こういう形で、税金が出ていくということは、非常に残念に思

っております。

この債務負担行為が、本当にこういう形でいいのかということは、これは、当

然、委員会付託になりますので、委員会の中で掘り下げて検討をしていかにゃいか

んのではないだろうかと思っておるわけでございます。

不服申し立てにつきましては、昨年の３月の定例議会で、条例改正という形で出

ております。これは、特別委員会で、いろいろ検討され、そういう形の中から出て

きた町一般職員の給与に関する条例についての改正案だったと思っております。そ

の中で、級別職務分類表というものがありますけれども、その部分について、不服

申し立てがあったものだろうと思うわけでございます。

これは、３月の定例議会で、この件につきましては、異議申し立てと申します

か、議員の中から動議が出されまして、３人の議員から動議が提出され、この分類

表の一部手直しと申しますか、そういう形で出ているわけでございますけれども、

それも否決をされまして、３名の議員それぞれ改選後、この議場に帰ってきておら

れませんけれども、そういう形の中で、その後、不服申し立てがあったものだと思

っております。議決をしております。非常に議決は重うございます。ですから、議

会にもそれなりの責任というものもあると思っております。しかしながら、これ

は、町執行部も、そして職員の方々も、議会も、一つになって解決の方向を探って

いかなければならないと思っておるわけでございます。

昨年、議長、副議長が町執行部の方に申し出があっておると思っております。一

日も早い解決を願いたいということであっておりますけれども、議会もそれなりの

責任を負う以上、やはり、職員の方々も取り下げと、執行部から取り下げるという
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ことはできませんので、職員の方々が取り下げるという形で話し合いの場に付くこ

とができますならば、議会の方もそれなりの中に入って、それなりの解決方法を探

っていく方法もあろうと思うわけでございます。

町の条例ですので、いろんな不都合な点があるとすれば、それを改正するという

こともできるわけでございます。今、議会、議員の方から議案を提出することもで

きるようになりました。ですから、こういう形で、貴重な税金が出ていくというこ

とは、非常に町民の方々も非常に不信感を買う、そして、一番、困るのは町民の方

々でございます。行政の役割というものは、住民サービスでございます。住民福祉

の向上を図っていくということが、一番行政にかかる大きな仕事でございますの

で、町長、執行部におかれましては、そういう形で、一日も早い解決の方向を探る

わけでございます。

先ほど、町長は、この裁決が出たならば、それに従うということでございます。

裁決が出るまでには、どれだけかかるかわかりません。しかしながら、総務課長の

答弁の中に、２０年度内に裁決ができる可能性もあるということでございますの

で、そういう形で出ればいいんですけど、長引くということになりますと、非常に

困るわけでございます。ですから、やはり、町執行部が議会側と相談しながら、解

決の方法を探るという方法もあるわけでございます。そういう形で、町長、どう

か、一つ、考えていただきたいと思うわけでございます。当然、議会も責任がある

わけでございますので、議会もこれに汗を流さなければいけないと思っているわけ

でございます。町長の考えを再度、お聞きをしたいと思っております。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 先ほど、お話をしたとおりでございます。また、いろんな住民

の方々も、町民の方々のご意見等もいろいろとお話を聞いているのも、私どもも現

状でございます。私も、傷みを与えると言いながらも、議会の方もご存じのよう

に、いろんな手当とか、そういうものにつきましては、現給補償をしながらやる

と、極端にいくら減ったというのではなくて、そういうこともやはり、一番生活が

安定をすることが、自分の職場も大事にする、また、仕事もできるということです

から、家が不安定ではやはり仕事も専念できないということですから、そういう意

味も含めまして、いろんな諸問題を考えて、今現在は、現給補償をいたしているの

も現状です。

それを含めて、よくわかりますから、不服申し立てについては、まず、ただ１

回、昨日、あったわけでございますが、今後は、どのような形になるか、私もはっ
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きりわかりませんけど、今、総務課長のお話であれば、先ほど申したとおりであろ

うかなと、そのように思っております。

そういうチャンスがあれば、是非、８番議員さんのおっしゃった話も是非聞くべ

きだろうと、そのようにも思っておりますし、いつも申しますように、何ら、これ

がベストとはいうお話はしておりませんわけですから、ベストは何が高森町にふさ

わしいですかということをベストということじゃないかと、そのように思って、今

進めているところです。

何回も言いますが、決して、こうやって議場で言ったから、それが一番正しいと

は決して思っておりませんと、悪ければ、直していくのが当然、人間として当たり

前のことだろうと、そのように思っております。町長が言うたことだけん、全部、

何もかもそのとおりということは決して思っておりません。当然、直すところは直

して、やはり、いかんとこはいかんと言われれば、それは当然、直すべきじゃなか

ろうかなと、何でもそうであるだろうと、そのように思って、今、調整を進めてい

るところです。どうか、そういうチャンスがあれば、是非、皆さん方にお願いをし

たいと、そのように思っております。

○議長（三森義高君） これで質疑を終わりたいと思いますが、質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、各常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第９号は、各常任委員

会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１２ 議案第１０号 平成１９年度高森町国民健康保険特別会計補正予算につ

いて

○議長（三森義高君） 日程第１２ 議案第１０号、平成１９年度高森町国民健康保険

特別会計補正予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第１０号で提案いたしました高森町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）について、提案理由の説明を申し上げます。

今回の補正は、現計予算に４６４万４,０００円加え、歳入歳出総額を１１億３,
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９８６万６,０００円とするものでございます。

その主な内容は、歳入面から、国民健康保険税では 終調定を、国庫支出金で療

養費等負担金はそれぞれの項目に応じて確定した分を補正いたしております。退職

者医療にかかる療養給付費等交付金も同様でございます。また、共同事業交付金は

高額医療の多いところに交付されるものでございます。繰入金は、一般会計より基

準額を繰り入れていただいておりますが、療養費の伸びが著しいことから、基金を

取り崩しまして、２,５００万円を繰り入れております。

歳出では、特に、一般被扶養者保険者療養給付費及びこれに伴う高額療養費の伸

びが著しく、不足を生じる恐れがありますことから、補正計上をいたしたところで

ございます。一方、保険財政共同安定化事業拠出金の減額は、療養給付費の伸びが

他の保険者に比較し、多かったことから減額をされたものでございます。

以上、ご説明申し上げましたが、審議いただき、決定いただきますよう、お願い

申し上げ、説明といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。１番 立山広滋君。

○１番（立山広滋君） １番 立山です。

今説明があったこの８ページですね、８ページの３、財政安定化支援事業繰入

金、これ、計算は合っていますかね。

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 検算をいたしますので、ちょっとお待ちいただけます

か。

こちらの方の計算では合っていると思いますが。

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。

○１番（立山広滋君） それでは、補正の方で、保険基盤安定繰出金、数年前、皆さ

ん、ご存じのように、国民健康保険の横領１億数千万あったわけですけれども、そ

れに絡めて、繰出金ありますけれども、横領があっておりますけれども、その辺の

ところ、問題はないか、ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 大変、ご指摘のように、遺憾な事件が発生いたしまし

て、それにつきましては、鋭意努力をいたしているところでございますけれども、

なかなか弁済金が思うように入ってこないというようなことでございます。しか

し、現在でも本人に督励をしながら、できるだけの回収には努めているところでご
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ざいます。当然、これは、大変議会の方でも、大きく取り上げられ、百条委員会ま

でおつくりになりまして、突っ込んだ議論をしていただき、また、叱責もいただい

たところでございますけれども、私どもとしても、それは風化するということでな

く、現在も回収に努めさせていただいております。

以上でございます。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１０号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１３ 議案第１１号 平成１９年度高森町老人保健特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 日程第１３ 議案第１１号、平成１９年度高森町老人保健特別

会計補正予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第１１号で提案いたしました平成１９年度老人保

健特別会計補正予算（第３号）につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。

今回の補正は、予算総額はそのままで、医療諸費の診査支払手数料が不足いたし

ますことから、医療給付費より４０万円を組み替えるものでございます。

審議の上、ご決定いただきますよう、お願い申し上げ、説明といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］
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○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１１号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１４ 議案第１２号 平成１９年度高森町介護保険特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 日程第１４ 議案第１２号、平成１９年度高森町介護保険特別

会計補正予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第１２号で提案いたしました平成１９年度高森町

介護保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。

今回の補正は、現計予算に１１万円を加え、歳入歳出をそれぞれ総額で６億３,

５８４万５,０００円とするものでございます。

その内容の主なものについてご説明申し上げますと、歳入では、国庫支出金の負

担金で２４４万８,０００円、交付金で１,５３１万８,０００円程度ほど増加いた

しましたものの、支払基金からの交付金は、６５３万９,０００円の減額となって

おります。また、当初、運営に歳入不足を生じた時のために計上いたしておりまし

た財政安定化基金貸付金１,１３０万７,０００円につきましては、幸いに借り入れ

ることなく運営できる見通しでありますことから、減額をさせていただいておりま

す。

歳出面の主なものでは、それぞれの介護サービス費を利用実態に応じまして、３

００万円の組み替えを行いますとともに、介護予防事業費は、予防教室の参加者減

などにより減額をいたしております。また、予備費につきましては、当初、見込み

より調整交付金が増額になりましたことから、今後の突発的な歳出増に対応できる

よう、繰入増額することといたしております。

以上、審議の上、決定いただきますよう、お願い申し上げ、説明といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１２号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１５ 議案第１３号 平成１９年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いて

○議長（三森義高君） 日程第１５ 議案第１３号、平成１９年度高森町簡易水道事業

特別会計補正予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議案第１３号、平成１９年度高森町簡易水道事業特別会

計補正予算（第４号）について、ご説明申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ９６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億

８,５２８万６,０００円とするものであります。

４ページをお願いします。第２表、地方債の変更は、各事業実施に伴う限度額の

補正であります。主な補正の内容は、決算見込額に基づき、決算額との差額を計上

したものです。

歳入については、７ページからご説明申し上げます。第１款、使用料及び手数料

については、水道使用料増額、款４財産収入の利子及び配当金については、当初予

算計上の利子が０.３％から０.６％になったため、１７５万円を増額、款６諸収入

は水道申込加入金１５万８,０００円を減額、受託事業収入については、町道改良

工事に伴う水道管布設替え工事９７万２,０００円を減額、款７地方債は、施設事

業費の減額による４０万円の減額です。

次に、歳出についてご説明申し上げます。８ページをお願いします。人件費につ

いては、不用額を減額、需用費については、印刷製本費２６万９,０００円と光熱

費８０万円を減額、工事費については、入札残３１３万４,０００円を減額、予備

費は５６１万７,０００円を増額補正しました。

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜り、ご決定くださいますよ

うお願い申し上げます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。
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お諮りします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１３号は、建設経済

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１６ 議案第１４号 平成１９年度高森町農業用水供給事業特別会計補正予算

について

○議長（三森義高君） 日程第１６ 議案第１４号、平成１９年度高森町農業用水供給

事業特別会計補正予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議案第１４、平成１９年度高森町農業用水供給事業特別

会計補正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出予算３４万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を３,８３８万８,０００円とするものであります。

主な補正の内容は、見込額に基づき決算額との差額を計上したものです。

歳入については、６ページからご説明申し上げます。第１款、財産収入利子及び

配当金については、当初予算計上の利率が０.３％から０.６％になったため２３４

万３,０００円を増額補正、款２繰入金は、歳入増により２００万円を減額補正し

ました。

次に、歳出についてご説明申し上げます。第１款、農業用水費、管理費、需用費

の光熱水費１１０万円と修繕費１００万円を減額、委託料、津留・南在地区管理委

託料費利子の増による７万７,０００円を増額補正いたしました。積立金について

も、利子の増によるＢ基金積立金として５７万８,０００円を増額補正、予備費に

ついては、１７８万８,０００円を増額いたしました。

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜り、ご決定くださいますよ

うお願いを申し上げます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。
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お諮りします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１５号は、建設経済

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１７ 議案第１５号 平成１９年度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計補正

予算について

○議長（三森義高君） 日程第２７ 議案第１５号、平成１９年度高森町鉄道経営対策

事業基金特別会計補正予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 議案第１５号でご提案申し上げました平成１９年度高森町

鉄道経営対策事業基金特別会計補正予算（第２号）について、ご説明をいたしま

す。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算に歳入歳出それぞれに８５万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を２,６００万４,０００円とするものでございます。

追加の内容は、利子相当分を自治体基金に７３万８,０００円を、住民基金に１

１万７,０００円積み立てるものでございます。これによりまして、基金残高は、

自治体基金２億３,１６４万８,０００円、住民基金３,３３７万９,０００円となり

ます。

以上、ご説明申し上げましたが、ご審議いただき、ご決定賜りますようお願いを

申し上げ、説明といたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１５号は、総務常任

委員会に付託することに決定いたしました。
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お諮りします。しばらく休憩したいと思いますが、ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。しばらく休憩します。１時１０分から始

めたいと思います。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後０時１０分

再開 午後１時１０分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１８ 議案第１６号 高森町一般職員の給与に関する条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 日程第１８ 議案第１６号、高森町一般職員の給与に関する条

例の一部改正についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 議案第１６号、高森町一般職員の給与に関する条例の一部

改正についての提案理由をご説明いたします。

今回、提案をいたしました条例の改正につきましては、平成１９年人事院勧告に

よります給与改定の中で、検討を加えておりました勤勉手当につきまして、阿蘇郡

内市町村の動向、また、県内市町村の動向を注視し、平成１９年１２月の定例会で

は提案を見合わせておりましたが、平成２０年１月２８日現在での県内での実施状

況を調べましたところ、熊本市におきましては、局長以上の未実施、山鹿市が、部

長級以上未実施、水俣市が課長級以上未実施、湯前町は未実施で、平成２０年４月

１日からの適用となっております。その他の町村におきましては、完全実施であ

り、また、阿蘇広域行政組合も完全実施をいたしているところでございます。

このようなことから、給与勧告の意義と役割、いわゆる勧告とは、労働基本権制

約の代償として、職員に対し適正な給与確保をする機能を有するものであり、能率

的な行政運営を維持する上での基盤であることを考えた場合、本町においても実施

することが望ましいとの結論に達しました。

内容は、平成１９年度においては、１２月に支給する勤勉手当を減給支給してお

りますのは、０.７２５月でございます。これを０.０５月引き上げ０.７７５月

に、また、平成２０年度におきましては、６月及び１２月に支給いたします勤勉手

当を０.０２５月引き上げ０.７５月といたすものであります。
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附則第２におきまして、第１条の規定につきましては、平成１９年１２月１日か

らの適用といたしております。

慎重ご審議をいただきまして、ご決定賜りますようお願いを申し上げ、説明とさ

せていただきます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。５番 甲斐廣國君。

○５番（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

この条例がもし、可決された場合、総額で大体どのぐらいの額になるんですか

ね、職員給与改定の額が。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） お答えを申し上げます。

給料に係る部分が、総額で９４名分ですけども、１７４万４,１４２円、これに

共済費等の支払いが出てきます。それが、２４万１,０６２円、合計の１９８万５,

２０４円です。約２００万円程度ということになります。これ、給与の手当額だけ

を単純に割りますと、１人当たり１万８,５５４円の手当の支給になるかというふ

うに考えております。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。８番 相馬俊行君。

○８番（相馬俊行君） ８番 相馬です。

これは、１２月に、先ほど、人勧の方から出てまいりました若年層だったですか

ね、の方の改定の人勧から来ておりましたと同時に、確か来ておったような人勧の

方から来ておったような感じがしますけれども、このボーナス部分というんですか

ね、０.０５の分を遅れた、遅れたというか、１２月で一緒じゃなくして、今回、

３月にされた理由がありましたら、お願いいたします。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） これは、１２月の町長の予算の提案の中でも、阿蘇地域振

興デザインセンター理事会に出席、町長がなされた折り、市町村長さんとお話をさ

れております。その時、まだ議会前でございましたので、どの町村も完全実施、う

ちはちょっと取りやめたいとかというお話があったそうでございます。そのことも

踏まえまして、前回の時、追加提案する予定でございますといたしておりましたけ

れども、全県下が１２月末までにかけて議会が開催されておりますので、その動向

を見守りながら、今回の提案になったということでございます。

○議長（三森義高君） ８番 相馬俊行君。
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○８番（相馬俊行君） はい、わかりました。当然、これは、人勧から来ておりますこ

とでございますので、当然、通して、改定に反対するものではございません。賛成

ということであります。

○議長（三森義高君） 他にありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１６号は、総務常任

委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１９ 議案第１７号 平成２０年度高森町一般会計予算について

○議長（三森義高君） 日程第１９ 議案第１７号、平成２０年度高森町一般会計予算

についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 議案第１７号で提案いたしました平成２０年度高森町一般会計

予算の概要について、ご説明を申し上げます。

予算編成につきましては、三位一体改革等によります地方分権の流れの中で、厳

しい財政運営を余儀なくされているのが現状でございます。都市と地方の財政力格

差是正として創設されました地方再生対策費につきましても、実際は、地方交付税

の一部分として整理されておりまして、現段階では、昨年度の交付税額を下回るも

のという結果となっております。地方交付税の総額ていたしましては、税源移譲の

影響と地方再生対策費の創設などによりまして、現段階で、確実な予測をすること

が困難な状況でありますので、試算可能な範囲内で編成を行いました。

本会議冒頭、また、先ほど申し上げましたように、依然として厳しい財政運営を

余儀なくされていることは、ご承知のとおりでございます。そういう中で、福祉関

係の予算をはじめといたしまして、法律に基づく事業など、義務的・経常的に支出

をしなければならない経費が多くを占めているところでございます。

また、地域産業振興の要、また、住民生活の基幹となります道路の整備や産業の

振興に要する事業、安全・安心のまちづくりを進める予算として編成いたしており

ますが、現下の財政状況から、住民の皆様にとりまして、幾分かの負担の増となる
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内容も盛り込ませていただいております。この点につきましては、切にご理解、ご

協力をお願いをするものでございます。

一方、財政調整基金は、９,０００万円を繰り入れておりますが、将来の財政負

担に対応することを基本としておりまして、平成１９年度繰入後の基金現在高は１

億６,０００万円を維持することとし、さらには、３月末に決定いたします特別交

付税をはじめとした年度内に精算決定が見込まれる収入を積み増すことにより、今

後の財政運営の安定化に努めてまいりたいと考えております。

また、地方債の発行は、元金償還額７億２,０００万円に対しまして、４億２,６

００万円と抑制し、将来の財政負担を軽減することといたしております。

平成２０年度一般会計予算は、要求額は前年度を下回ること、前年度予算を踏襲

しない、ゼロからの積算によること、事務事業の徹底した点検と見直しを図るなど

の方針のもとに調整するよう指示をいたし、編成をいたしました。

それでは、予算案の主な内容について、ご説明を申し上げます。

今回、提案しております一般会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ３７億７,１

００万円で、平成１９年度の骨格予算であります当初予算６月定例議会の議決後の

第１号補正予算を合算した肉付け予算との比較においては、０.５％とわずかな増

となっておりますが、地方交付税の先行きが不透明な状況下での緊縮予算といたし

ております。

２ページのその主な財源をご説明を申し上げますと、町税５億２,３６５万円、

地方交付税１９億７００万円、使用料及び手数料１億１,０７９万７,０００円、国

庫支出金１億７,３４４万８,０００円、県支出金２億４,１６１万９,０００円、繰

入金９,６１１万円、町債４億２,６７０万円などでございます。

６ページの第２表、債務負担行為につきましては、戸籍総合システム機器リース

料の限度額の設定でございます。

７ページの第３表、地方債につきましては、本年度に事業を実施する各事業の起

債限度額を設定をしてございます。

まず、歳入の予算の主なものについて申し上げます。１０ページの町税につきま

しては、長引く経済不況、昨年の降雨災害と台風被害の影響を考慮するとともに、

前年度の実績見込み等を踏まえて計上いたしております。

１４ページの地方交付税につきましては、国において、経済財政運営と構造改革

に関する基本方針２００７を遵守するとともに、地方財政計画上の普通交付税の伸

び率等を考慮して計上いたしておりますが、交付税決定時までは未確定要素が多い
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ことから、試算可能な範囲内で見込額を計上いたしております。

１５ページから１６ページまで、民生費と衛生費の負担金を計上いたしておりま

す。

１７から１９ページまでは、使用料と手数料についてを計上いたしております。

２０ページから２２ページまでは国庫支出金を計上いたしておりますが、国の三

位一体改革によります地方交付税への一般財源化の流れは継続しており、これから

も国庫支出金の削減傾向に注視していかなければならないと思っておるところでご

ざいます。その中で、２１ページの一番下にあります教育国庫補助金の地域住宅交

付金３,１１８万５,０００円は、草部コミュニティーセンター建設に伴う交付金で

ございます。

２３ページから２７ページまでが、県支出金を計上いたしております。

２７ページから２８ページまでが、財産収入などを計上いたしております。この

中で、不動産売り払い収入につきましては、今後も売却可能な土地などを整理売却

していくように進めてまいります。

２９ページの繰入金につきましては、増大する行政需要に対応するために、財政

調整基金並びに社会福祉振興基金から９,２１１万円の繰入金を計上いたしており

ます。また、特別会計繰入金は、平成１９年度において、一般会計から老人保健特

別会計と介護保険会計に繰り出しましたそれぞれの精算に伴う繰入金４００万円を

見込んでございます。

３２ページの町債のうち、引き続き発行される臨時財政対策債１億３,４００万

円は、普通交付税の基準財政需要額から振り替えられるものであり、地方財政計画

を参考に発行額を計上いたしておりますが、地方財政計画等からの試算により、前

年度決定額から５.６％の減で計上しております。なお、臨時財政対策債は、後年

後に普通交付税算定に用いる数値に必要となる元利金が１００％算入されることと

なっております。その他、町債に充当する主な事業といたしまして、町道整備事

業、草部コミュニティーセンター整備事業などの財源を計上いたしております。

３３ページの歳出ついて、ご説明を申し上げます。

まず、議会費におきましては、議会活動に伴います経常的経費や各特別委員会等

の活動経費を計上しております。

３４ページから４１ページまでの総務費につきましては、人件費等の義務的経

費、庁舎各施設等の維持管理費が主なものでございます。

４１ページからの企画費におきましては、住民の方々の重要な移動手段である町
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民バスの運行のための地方バス路線維持補助金２,３０９万３,０００円を計上し、

また、新エネルギービジョン計画及び環境保全と効果的な資源活用を目的とし、住

宅用太陽光発電システム設置に対しまして、補助金を計上いたしております。

５４ページの国土調査費では、平成２０年度事業費といたしまして、大字中地区

の一部であります約４.００平方キロメートルの調査に係る費用を計上いたしてお

ります。なお、１９年度の事業終了時点の進捗率は、全体の６６.７％となり、本

事業を開始してちょうど３分の２を完了したこととなります。調査事業の早期完了

を図るために、平成２０年度も３班体制で事業を実施いたします。

５５ページから６８ページまでの民生費につきまして、ご説明を申し上げます。

５６ページの障害福祉費では、自立支援費制度関係経費や身体障害者の日常的生活

支援等の経費を計上し、障害者の方々の福祉のより一層の向上を図ります。

５９ページの老人福祉関係におきましては、介護保険制度と一体となった認知

症、一人暮らし、高齢者だけの世帯の対応など、ますます進む高齢化社会のため

に、介護予防事業等に取り組み、高齢者の福祉増進に努めてまいります。

６１ページのこれまでの老人保健制度に変わります４月から新しく施行されます

後期高齢者医療制度のために、その広域連合への負担金等の必要な費用を計上して

おります。

６２ページの同和対策費では、人権問題全般への取り組みなど、なお一層強化を

図るとともに、行政、企業、各種委員等を中心とした、人権意識の普及の高揚のた

めに、人権啓発のイベント、すまいるフェスタｉｎ高森を開催し、全町民の啓発事

業を実施いたします。

６４ページから６７ページまでの児童福祉費におきましては、引き続き、学童保

育事業を実施するなど、保護者のニーズに応える保育のなお一層充実を図りますと

ともに、また、一人親家庭福祉費として、引き続き、医療費の補助を行ってまいり

ます。

６９ページから７４ページまでの衛生費では、特に、住民検診の各種検診を一元

化した複合検診の推進によります受診率の一層の向上を図り、検診結果から生活習

慣病対象者に対しまして、早期介入のための検査や健康教室を実施し、その予防や

進行を防止するための経費等を計上しております。

７０ページに負担金補助及び交付金につきましては、阿蘇広域行政事務組合負担

金として、ＲＤＦの施設運営費、衛生処理施設費、リサイクル施設運営費などの計

上をいたしております。
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同じく７０ページの予防費では、各種保険予防接種ワクチン関連経費を計上し、

幼児から高齢者までの幅広い対象で感染を予防いたします。

７３ページの環境衛生費につきましては、し尿処理、及び生活排水について、基

本計画に基づき、合併処理浄化槽の普及に努めるとともに、本年度も４０基の整備

を行います。

母子家庭費につきましては、安心して子育てができる環境を整備するための各種

検診等の経費を計上いたしております。

次に、７５ページから８１ページまでの農林水産業費につきまして、ご説明を申

し上げます。農業振興費では、引き続き、資源保全政策事業や中山間地域直接支払

事業を推進し、農地の保全を強化いたします。また、農業後継者の減少や農業従事

者の高齢化、耕作放棄地の増加に伴います地域資源の適切な管理に支障を来すこと

が懸念されるために、多面的機能を持つ地域資源を活かした農業の振興に努めてま

いります。

８０ページの農地費につきましては、別所ため池の保全のための費用を計上いた

しております。

８１ページの林業振興費につきましては、林業を取り巻く厳しい状況の中で、森

林崩壊が危惧されており、本年も引き続き、熊本の森間伐材利用推進事業の推進、

森林交付金事業等を活用し、水源涵養機能の強化と森林の保全を図ります。また、

有害獣の農作物被害や人間に対する危害防止のため、より効果的な駆除ができるよ

うに、関連経費を計上しております。

次に、８３ページから８７ページまでの商工費につきまして、ご説明を申し上げ

ます。まず、８３ページから商工振興費につきましては、工業団地内の道路区画線

の整備を行い、団地内の安全確保を図ることといたしました。

８５ページの観光費の工事請負費につきましては、まちづくり交付金事業により

まして、観光客の方などに町の観光地をよくわかっていただき、また、各観光スポ

ットにスムーズに誘導できるように、観光案内板と観光情報板を設置する予算を計

上しております。併せて、同じくまちづくり交付金事業を活用し、今後の集客及び

住民の憩いの場としての水辺広場の整備を行うことといたしております。観光交流

センターにつきましては、今議会で指定管理者の指定を承りまして、指定管理者へ

の管理委託料を計上しております。その他イベントにつきましては、４月の高森峠

千本桜まつりから１２月のクリスマスファンタジー及び来春の新酒ふるさと味祭ま

での様々なイベントを展開し、なお一層の集客に努力を行い、町内の経済波及効果
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と自主財源の確保に努めてまいります。

８９ページから９１ページまでの土木費でございます。道路は、住民生活の上で

も必要不可欠であり、産業経済の発展はもとより、教育・文化の交流の源でござ

います。社会活動を営む上で も根幹をなす社会資本でございます。このようなこ

とから、総合計画、過疎計画等に基づきまして、幹線道路である社倉～水迫線、色

見環状線などの整備を引き続き行います。また、県道改良に伴います負担金も計上

しております。町道の維持管理につきましては、各地域からの要望に基づき、側溝

布設や視距改良、オーバーレイなどを施行する他、道路環境改善のためにガードレ

ールやカーブミラー等の交通安全施設の整備を進めてまいります。

９２ページの住宅費につきましては、高齢化社会に対応する住環境の整備、居住

水準の向上によります定住者の確保のために、町営住宅の景観向上事業として、旭

Ａ団地８軒分の外壁について、塗装防水工事に要する経費を計上しております。

９４ページの消防費につきまして、ご説明を申し上げます。災害に強い安心・安

全な町づくりを目指すための予算を計上いたしました。常備消防費につきまして

は、阿蘇広域事務組合消防への負担金を計上し、非常備消防費にいたしましては、

常備消防とともに、地域防災の要として活躍をしておりますが、自治消防の重要性

を認識し、団員の意識の高揚と技術向上を図るため、消防学校への教育訓練等の参

加経費を計上しております。消防施設費につきましては、中心市街地の火災時にお

きます消防施設につきまして、１００トンの防火水槽設備を計画しております。な

お、位置、場所につきましては、市街地の中心付近に位置する観光交流センター敷

地内等を予定をいたしているところでございます。

次に、教育費につきまして、ご説明を申し上げます。９７ページから９９ページ

までの教育総務費につきまして、登下校用スクールバス委託料、複式学級解消への

町費職員や心の相談員を配置する経費を計上しております。９７ページに学校外部

評価員報酬費につきましては、説明を申し上げますと、この制度は新しく要綱を規

定して実施するもので、学校の自己評価の客観性及び透明性の確保と教育活動、そ

の他の学校運営の改善等が適切に行われているかどうかを検証するためのものでご

ざいます。この委員委嘱のための報酬費を計上いたしております。

１０４ページの小学校費の学校施設管理費につきましては、高森中央小学校の屋

外便所の老朽化によりまして、建て替え工事に係る予算を計上しております。これ

によりまして、教育環境の充実と学校施設で利用する上での利便性向上が図られる

ものと考えております。その他町内の小学校・中学校の管理のための経費を計上い
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たしております。

１１０ページからの社会教育費につきましては、学校・地域・社会教育の融合の

観点から、生涯学習支援システムを充実させ、芸術文化の振興、青少年の健全育成

や高齢者等の健康増進とスポーツの進行を図るための経費を計上しております。ま

た、人権同和につきましては、お互いの人権を尊重し合い、差別のない人権共存社

会の実現を目指しております。

１１３ページの社会教育費の社会教育施設費につきましては、地域住民の交流の

拠点となります草部コミュニティーセンター建設に係る予算を計上しております。

１１５ページの保健体育費におきましては、町民のスポーツ振興のため、体育指

導委員相互の協力体制を充実させ、資質の向上を図るとともに、地域住民のスポー

ツ振興に貢献する事業を実施いたします。

１１８ページの災害復旧関係につきましては、公共土木施設及び農林業施設災害

について、災害時を想定した設計委託料等 小限の予算を計上いたしております。

後に、１１９ページの公債費でございます。平成２０年度予算における公債費

の占める割合は２２.３％となります。昨年度の骨格予算の当初予算と第１号補正

予算と合算した肉付け予算の公債費比率２２.２％と比較してみますと、０.１ポイ

ント増となります。公債費の元金に記載しております補償金免除繰り上げ償還と

は、繰り上げ償還を行う場合には、本来であれば、繰り上げ期間に要する利子等を

もとにした補償金が必要となるところでしたが、国の制度によりまして、地方自治

体の起債返還を有利に支援することを目的に、この補償金を免除して、平成２０年

度は６％から７％未満の高利な起債について、繰り上げ償還が認められるというこ

とになりました。この財源につきましては、市中銀行等の低利な借入金への借り換

えを行うものといたします。なお、この借り換えに伴う利率に変更により、概算で

ありますが、利子累計で３９０万円ほど軽減されることになります。公債費につき

ましては、平成２２年度までが償還のピークを迎え、本町財政にあっては、厳しい

状況でございますが、その動向に注意を払いながら、今後とも財政状況を見極めな

がら、財政の健全運営に努めてまいります。

なお、今後の財政運営の見通しでありますが、町税といたしまして、国から町へ

の税源移譲により、増収が見込まれるものと期待しているところでございますが、

未だ、景気の回復が見えず、農林業など収入の減少等によりまして、一般財源とし

て確実に見込めていないのが現状でございます。合わせて、国庫補助金、負担金廃

止、縮減、そして、交付税の削減が確実に行われていることなどから、厳しい状況
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が続くことが予想されます。このようなことから、今後も事務事業費のさらなる節

減等に努め、効果的で、維持可能な事務、事業を推進していくとともに、住民の皆

様にわかりやすい財政運営を目指す所存でございますので、ご理解とご協力を賜り

ますようよろしくお願いを申し上げます。

以上、平成２０年度予算案の概要について、ご説明を申し上げました。ご審議の

上、何とぞご賛同賜りますよう、よろしくお願いをいたしまして、説明とさせてい

ただきます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。１番 立山広滋君。

○１番（立山広滋君） １番 立山です。

５点ほど、まとめて質問いたしますので、町長及び担当課の課長の方は詳細なる

ご答弁の方をお願いしておきます。

まず、８２ページ、一般会計の予算書８２ページの下の方ですけれども、林業木

材産業施設等整備事業補助金、株式会社清水分、この９８５万１,０００円の説

明、お願いします。

それと、８７ページ、まちづくり交付金事業で、２,２００万円、湧水トンネル

公園施設整備、この説明と、同じくその下の方にあります１,５００万円の高森温

泉館指定管理委託料と、その次の次にあります観光交流センター指定管理者委託

料、これはお尋ねですけれども、指定管理と指定管理者の違い、これ、お願いしま

す。

それと、８９ページです。１５番の工事の関係で、１,０００万円、町道美化側

溝中原中央線他１０路線、町道オーバーレイ上津留～神原線他２路線、この１０路

線と２路線について、どこなのか、ご提示願いたいと思います。

それと、９０ページ、１５番、同じく工事請負ですけれども、１億４,４５０万

円、町道道路整備事業改良工事、これも詳細なる説明をお願いしておきます。

以上です。

○議長（三森義高君） 自席からの答弁を許します。産業観光課長 後藤正三君。

○産業観光課長（後藤正三君） まず、今、質問のありました８２ページの林業木材産

業施設等整備事業補助金ということですが、これにつきましては、国の直轄事業で

ありまして、場所につきましては、以前の旧国道の方のタイガーパチンコ屋さんに

ありましたところ、警察署の前のところですね、旧国道沿いで、タイガーパチンコ

屋さんてあったところなんですけれども、あそこに今、材木とか置いてあるんです
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けれども、あそこの施設を国の直轄補助事業によりまして、製品保管庫、それと、

鉋盤の施設をつくられるということで、これにつきましては、１００％国の補助

で、うちを流れて通っていくわけですけども、補助事業が属地主義になりますの

で、あそこが高森地内ですので、高森の予算を通っていくということになっており

ます。以上でございます。

まちづくり交付金の湧水トンネル整備事業につきましてですが、これは、１７年

度より交流センターを含めまして、５カ年事業として、平成２０年度、２１年度に

湧水トンネル公園を整備するということで、この２,２００万円につきましては、

現在のトンネルの外側の、トンネル内じゃなくて外の方ですね、あの公園を再度整

備し直すと、ただし、以前に、あの公園をつくる時補助を受けております。その補

助の部分を触りますと、二重の補助になりますので、対象部分になりませんので、

そこをなるだけ触らずに、さらに整備していって、誘客を図るということでござい

ます。以上でございます。

者と管理委託料ということですが、個人に払うのではありませんので、こっちの

方の記載ミスで、指定管理委託料でございます。以上でよろしいですか。

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） お尋ねの８９ページの工事費の町道美化側溝中原中央線

他１０路線とお尋ねありましたけど、全部申し上げますと、西丁～角河原線、津留

～年の神線、色見環状線、村山線、別所線、高校西通り線、上津留線、上町～横町

線、天神～前原線、中原中央線、社倉～水迫線となっております。そのうち、舗装

のオーバレイ上津留他神原線というのは、津留～年の神線の舗装、中学校線の舗装

となっております。

続きまして、新設改良の工事請負費の町道改良の路線は、町道の新設改良は、下

町～湧水館線、上町～昭和線、下町～山王園線、中原線、別所～冬野線、村山１号

線、色見環状線、大村環状線、井上２号線、南片山線、社倉～水迫線、町道水迫

線、馬場～芹口線、以上となっております。

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。

○１番（立山広滋君） それぞれありがとうございました。

建設課長、なかなか、路線、覚えこなさんので、資料を提出してください。よろ

しいでしょうか。

それと、 後に、１つ、もう１点あります。９８ページ、スクールバス委託料、

これ全部で上３つ合わせますと５,２１８万円になります。これ、ちょっと私は調
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べたんですけども、隣の山都町ですね、あそこは、九州で初めて認可されたという

ことで、市町村運営の有償運行ということで、スクールバスが九州初だそうで、白

タクでそういう運営をされているそうです。それによりますと、そのスクールバス

は、混乗車、及び福祉バス、スクールバスが一緒になって、非常に経費を削減して

いるということです。隣町のことですけれども、一応、数字的に申し上げますと、

その協議会を立ち上げる前が、大体２億円ぐらいかかっていたそうです。それで、

協議会をつくって、バス会社及びタクシー会社等集まって、自分達で車を１０人乗

り、１５人乗り、２５人乗り等を購入して、それが１億２、３,０００万円、非常

に経費が削減したということですけれども、今現在、交通弱者のため、福祉バス、

スクールバス等が運行されていると思いますけれども、地域振興交通は、今、非常

に国が強化している部分でもございます。

それと、照らし合わせてみますと、５,２１８万円、それと、町長が先ほどおっ

しゃった福祉バスの財源もあったと思うんですけれども、その辺、町でもそういう

交通弱者のために、協議会等を立ち上げて、そういうのをなされたかどうか、なさ

れる予定はないのか、お伺いしたいと思います。

以上です。

○議長（三森義高君） 教育委員会事務局長 色見隆夫君。

○教育委員会事務局長（色見隆夫君） 今、説明の中ではちょっとうちだけでは答えに

くい部分もございますが、私の方の確認しますところでは、スクールバス等の運営

等につきましては、以前から、交通総合対策特別委員会、その中で諮ってきた内容

を今実施しているような状況でございます。

確かにおっしゃいました山都町の問題というのは、私の方も一応目を通しており

まして、個人的には、山都町辺りに問い合わせをしておりますが、今後、検討する

必要性はあるんじゃないかなというところは感じております。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 今、ご質問の協議会等をつくったかという、検討したかと

いう話ですけども、それについては、協議会等はつくっておりません。ただいま申

し上げました交通対策特別委員会の方でお諮りをしてきたところでございます。

それと、もう１つ、導入するためにはどういうことが必要かということになりま

すと、路線バスはそれぞれ色見環状、尾下、草部北部、野尻、草部方面といってお

ります。それをどう学校経由を考えて、時間帯を考えるかということもあるかと思

いますし、町民の利便性を考えた時、高森とその地区を結ぶという町民バスを走ら
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せておりますので、どういうふうなことにしたら可能かなということは、今後、検

討させていただきたいというふうに思います。

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。

○１番（立山広滋君） よく、先ほどもどなたか言葉を使われたんですけれども、住民

福祉の向上と、福祉、福祉と言いますけれども、福祉とは、皆さん、ご存じのよう

に、生活心を豊かにするもの、是非とも、それを早く検討していただいて、５,０

００数百万円かかるのが、少しでも安くなれば、お金でも財源豊かな町なら結構で

すけれども、非常に苦しい財政難ですので、少しでもその辺のところ、検討してい

ただきたいと思います。よろしくお願いしておきたいと思います。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 私の方も、２、３ちょっと質問いたします。

３３ページの投資的経費の割合は、昨年と比べたらどのようになっているか。

それから、６０ページの老人会のクラブ助成金、１６クラブについて説明をお願

いします。

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） まず、６０ページの会員老人クラブの助成金のお話で

あろうかと思いますが、これ、昨年、敬老年金７５歳以上の方にすべて５,０００

円差し上げておりましたのを、昨年、財政的なこともございまして、廃止をさせて

いただいております。その後、どういうふうな老人クラブのというか、ご高齢の方

々にそれに代わるものができるかということを検討してまいりました。老人クラブ

の方からも陳情等もございまして、一番いいのは、介護保険であり、健康保険であ

るということをお使いにならないような元気な老人を高齢者の方々が日常生活を営

んでいただくというのが一番、私どもにとっても、財政的にも、また、その方々に

とっても、一番いいことであろうということで、ご陳情いただいた。昨年まで単位

老人クラブが４万５,０００円前後であったかと思いますが、これを若干、活動費

を少し上積みをさせていただいて計上させていただいているということです。事務

局の方は社会福祉協議会の方にございますので、まとめてそちらの方に交付をし、

それから、単位老人クラブの方に下ろしていくというようなやり方をやっておりま

す。

以上でございます。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 大変申し訳ありません。現在、今、新年度予算につきまし
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ては、この予算がとおりまして、義務的経費等の算出をいたすということでござい

ます。現在のところ、まだ出ておりませんので、出ましたら、各議員さんにご報告

をいたしたいというふうに思います。

○議長（三森義高君） ６番 後藤和昭君。

○６番（後藤和昭君） ２０年度の当初予算というようなことでございます。町の財政

状況、一番骨格になるんじゃないかと思いますが、依然として、依存財源、これに

頼らないといけないような状況の中で、先ほど、町長の２０年度の予算についての

詳細な説明もございましたが、都市と地方の財政力格差是正と聞かされていた地方

再生対策費、これも交付税の中に入っているというようなことで、厳しい財政状況

となっております。交付税が昨年を下回るというようなことでございますが、その

中で、０.５％増というようなことでございます。そして、その中でも、特に注目

をあげるのが、要するに、民生費、衛生費も一緒でございますが、これが、１１億

３,１６８万９,０００円と、他の予算関係に比べて、３０％を占めるような状態で

あるが、今後の本当の町の財政状況、いろんなことを考えまして、１番議員さんが

先ほど、話されましたが、スクールバス等の問題、それから、要するに、住民福祉

課においては、保育園の送迎、それから、総務課においては町民バス、こういうや

つが大体８,０００万円超すような状態でございますが、これが１つにまとまっ

て、何とかいい形でできるような方法を連帯感、いつも連帯感と言いますが、横の

つながりを持ちながら、改革ができないかというようなことを強く感じておるわけ

でございます。

その辺を早く、そういう会合が、議会の方もですけど、持てるような対策を講じ

ていかないと、２２.何％の公債費比率と、これ大変なことですね。これはもう１

７.５ぐらいが普通なら一番正常でございますが、こんだけなって、おそらく、こ

れは阿蘇郡でトップになっているんじゃないかというような危機感を持っているわ

けでございますが、今後、こういうやつをどういうふうに解消する、また、対策を

していこうと思われておりますか。町長、答弁お願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） まず、今、車、町民バス、またスクールバス等についてのご意

見でございました。当然、私ども、そういう話はいたしているところでもございま

す。何とかして、子ども達もばあちゃん達もお孫さんと一緒にバスが乗れるよう

な、そのような環境づくりが一番だろうと、そのようなことはいつも話しておりま

すし、また、小学校のスクールバスにつきましても、子ども達だけじゃなく、ちょ
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っとした幼稚園も、そのために総合的なものができておりますから、何とかしてや

る方法はなかろうかと、お話は順次いたしているところでございますが、何分、山

東部と失礼な言い方ですが、当然、まだ歯止めが、道路整備等も十分でございませ

んで、バスが入らないというところも結構ございます。また、保育園・幼稚園にい

たしましても、点々と遠くにおいでになっております。すぐ近くに、この町は高森

町だけにぐるっと回って乗せてくるわけにもいきませんで、遠いところは、やはり

かなり地域的に離れたところまで、乗せに行って帰ってこにゃいかん。本当にそん

な大きなバスを１人迎えに行くのに必要なのかと、いろんな諸問題を抱えておりま

す。やはり、周りのただ、町の集中的にお住みになっているお子さん方がおるだけ

じゃない部分が多々あるかなと、そのように思っておるところでございます。

先ほど、１番さん、また、今、副議長の方からもお話がありましたように、十

分、この分については、検討してまいろうと、そのように思っております。

また、財政面につきましてもそうですが、財政面の、今お話でございますが、公

債費比率が今言われましたように、２２.３％となっております。もちろん、これ

は、先ほど、皆さんにお話いたしましたように、公債が金利含めましたら、８億

２,０００万円ほどのお金を返すということでございます。これは、決して、今し

たから今返すんじゃなくて、一番いいバブルのはじける前から、はじけてからも、

お金を一番大きいところでございます。それを今度は予算は緊縮でございますか

ら、５５億円で割れば、５５億円で８を割ると、決して２２.３％になるわけじゃ

ございません、単純な計算。ただ、８億円戻すと、緊縮予算で３７億数千万円で割

りますから、当然、自主財源ほしくてたまらん。お互いです。

それと、財源的に２２.３と言いますけども、先ほど申しましたように、８億２,

０００万円戻して４億５,０００万円しか貸しならんとですけん、減りよるとです

けん、それは、気持ちはわかります。それは、言うちゃいかんばってん、破産宣告

したというようなことになっているのも事実でございます。１７.５％に早くした

いです。しかしながら、いい時には買った銭は、今、景気が悪くなったけん、戻さ

ないというわけにはいきませんものですけん、それは、理解してもらわにゃ、率に

して大きくなるのは当たり前ではなかろうかなと、そのように思っております。決

して自慢しているわけじゃございません。割れば、そういう感じになりますという

ことをご説明を申し上げて、その６０数億あったのは、何とか、今年にも６０億に

なるように、先ほど申しましたように、子どもさんやら孫さん方に、そういうつけ

がいかないように、今のうちに辛抱するところは辛抱して、公債費を減らしていっ
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ているというのが現状ですから、もうしばらく、ご理解をいただきたいと思うこと

と、先ほど申しましたように、２２年度までがピークで、後２年がピークでござい

ます。それを超したら、今、皆さんもご利用なさっている道路網でございますが、

そういう面に投資した分がゼロになり、何とかお返しができるということですか

ら、もうしばらくご理解をしていただきたいと、そのように思います。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 先ほど、横のつながりを持ってという話でございます。特

に、２０年度は、総合計画の見直しの時期になっておりますし、当然、議員さん方

も委員の中に入っていただくことになりますので、その中でも十分検討しながら、

今後の１０年間に向けた総合計画を立てていけたらなというふうに思いますので、

ご協力をよろしくお願いをいたしたいというふうに思います。

それと、少し、今年度の当初予算のお話を予算増であるというお話ですけども、

今朝の新聞にもちょっとよその町村のことが載っておりましたけども、先ほど、町

長の方から申しました６％から７％のうちのやつの借り換え債の問題です。これ

は、うちの場合も２,５００万円ほど借り換えることになっております。それが、

先ほど、利息の方で３９０万円ほど減になるということのお話をしましたけども、

この借り換え債の歳入歳出をしますと、昨年の１９年の６月補正後の分が３７億

５,２００万円強ですので、今度が３７億７,１００万円という予算ですので、借り

換え債がなければ、予算計上がなければ、昨年よりか０.５％程度は削減をされた

予算だというふうにご理解をいただきたいと思います。

この高金利のやつをまた、来年度、再来年度と、実際は繰り上げ償還が国の起債

についてはできないということになっておりましたが、こういう状況ですので、国

の方がまとめて、高金利で借りた分を低金利と借り換えていいですよという許可が

出たということでございますので、それによって、６％から７％の間の高金利のや

つを低金利の１.５％のやつに借り換えていくということでございますので、ご理

解をよろしくお願いをいたしたいというふうに思います。

○議長（三森義高君） ６番 後藤和昭君。

○６番（後藤和昭君） それと、先ほど、住民福祉課の方のお話をしましたが、要する

に、せっかく、昨年度、敬老会の慰労金ではございませんが、５,０００円ずつを

カットいたしまして、５００何十万か浮いたわけでございます。しかしながら、今

度はまた違う形で、要するに健康づくりというような名目だと思いますが、各クラ

ブに増額されておるわけですね。果たして、そういうやつが適当かどうかと、要す
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るに、敬老会とか行かれても、全然ゼロの人もおると、元気のいい人でなからにゃ

ああいうことせんけんですね、スポーツとか何とか、そういう人達にまた別途支給

すると、支給と一緒ですよね、これは、増額ということは。果たして、それが本当

に住民の人が喜んでいるかどうかということは、どういうふうに考えておられます

か。

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 私どもの町で、今、高齢者の方々、前期高齢６５歳以

上からの方で３３％、約３２.７ぐらいだったかと思います。そのうちの７５歳以

上の方が、それの５５％ぐらいになりますので、数でいきますと、１,３００人ぐ

らいなられるかと思います。介護認定と介護保険等も私どもの方で運用させていた

だいておりますが、年々、再々、介護をお使いになる方が増えてまいっておりま

す。これ、介護はすでにご存じのように、介護保険をお使いになりますと、要支援

から要介護５までございますが、この方々も要介護５等になりますと、金額的に言

いますと、１人４０万円ぐらいの施設をお使いになれば経費がいるわけですが、そ

ういうことから考えますと、そうならないような手立て、従前から、ですから、そ

ういうふうにならないような手立てに力点を置くべきだろうということで、今、介

護予防事業というのを独自で、先ほど、一般会計の予算の中にも入れさせていただ

いておりますが、そういうことに力点を置いて、今後も進めていかなければならな

いだろうというふうに考えております。

そういう意味から、できるだけ、元気で生きがいのある生活を送っていただくた

めに、ひとつ、老人クラブ等の活動も活性化するために補助したらどうだろうかと

いうことで、今回計上させていただいているということで、ご理解をいただきたい

と思います。

以上でございます。

○議長（三森義高君） ６番 後藤和昭君。

○６番（後藤和昭君） 現状維持なら納得ができるわけですよ。厳しい予算の中で、５

万でも１０万でも絶対必要なことですよ、これ、いることには使っていかなければ

ならないと、増額したことに対して、他の予算関係はなかなか獲得できんで、減ら

す、減らすというようなことで、この民生、衛生の方で、お宅は衛生も絡んでおる

けん、民生費の金額がこんだけ伸び出して、その中でなお、予算獲得していくとい

うことは、非常に町民にとっては、それを活用される人は喜んでおりますよ、増額

されると。しかしながら、一般の町民からいたしますと、納得がいくものかどうか
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というふうに感じております。お宅はもう弁明が上手だけんですね、それはすらり

すらりとうまいぐあいに逃げられますけど、私達一議員としては、やっぱり帰った

ら、地域住民に十分に納得いく説明をせにゃいかんと、伸びましたばいって、喜ぶ

者と、何で上げたかという者と両方おると思います。そこへんを、他の課長さん達

は不信感を持っておるかもしれんですよ。お宅は予算獲得すれば、他の者から喜ば

れるけん、老人会長さんから「あたがおかげばいた」と皆、盃に２杯ぐらい、そう

いう問題じゃなかですよ。やっぱりこういう厳しい財政状況のところでは、現状維

持も難しい時に、増額というのは、ちょっと考えにゃいかんとじゃなかろうかな

と、そういうふうに考えておりますが、また、これはもう文教厚生、その中に付託

を後でされると思いますので、慎重に審議していただきたいと思います。

以上で終わります。

○議長（三森義高君） 他にはございませんか。３番 田上更生君。

○３番（田上更生君） ３番 田上です。

４２ページ、地域づくり対策事業費、まちづくりリーダー育成講師謝金、それか

ら、１４番のまちづくり先進地視察研修バス借り上げ代と、これはどのような人達

がどういう形で、何か話を聞いてみますと、長年、これは計上されておるというよ

うなことでございますけれども、どういう形で参加をされておるのかと、それか

ら、３９ページ、顧問弁護士の委託料というのが計上されております、６３万円、

これが町が相談をされる、年間の件数がどのぐらいあるのか、お伺いしたいと思い

ます。

○議長（三森義高君） 総務課長補佐 村上源喜君。

○総務課長補佐（村上源喜君） 私の方からは、先ほど、先に出ましたまちづくりリー

ダー育成講師謝金、それと、まちづくり先進地視察等の研修関係について、ご説明

いたします。

議員、おっしゃいますように、過去３年程度、この事業をやっております。これ

に参加される方は、まちづくり、今、市街地の方で風と森の会というのができてお

りますけども、そちらの方の会員の方の研修、これ、長崎でありますとか、大分の

方で研修を積んでおられます。それと、合わせまして、観光案内人の方の講座もず

っと続けておりますが、そういった方々を、今後、まちづくりに積極的に活動して

いただける方、また、リーダーとなってやっていただきたい方等を中心に研修を続

けているわけでございます。

以上でございます。
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○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 訴訟費についてですけども、年間の顧問弁護士委託料とし

て支払いをいたすわけですけども、その年度によって違いますけども、平均します

と、大体１０件程度の相談をいたしております。時間的には、短い時には１時間程

度、私達で長い時で２時間程度ということでございます。

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。

○３番（田上更生君） 今の顧問弁護士の件でございますけれども、大体顧問弁護士の

費用というのが、幅がありまして、大体１時間程度で５,０００円から、 高に高

くて１万２,０００円だろうというようなお話をお伺いしておりますけれども、こ

れ、１０件程度なら、やはり、そういう形で、顧問弁護士というような形じゃなく

して、その都度、その都度、必要であればお願いした方がいいんじゃなかですか。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） どちらが安いかということは、その年によって違うかと思

いますので、私達が調べておるところでは、大体年間の顧問料というのは月５万円

程度というふうな、どこの弁護士事務所でもそういうふうなお話を聞いておりま

す。件数によって、多いか少ないかで金額は違うかと思いますけれども、そこらは

ちょっと私も何とも言えないところがあります。

○議長（三森義高君） 他にはございませんか。２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 森田です。

先ほど、８２ページで、ちょっとこれ、１番議員さんの方から出ましたけど、こ

れは、地域の人達が何かちょっといろいろ苦情が出ているような話を聞きまして、

地域の人達について了解ができているのか、お伺いいたします。

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。

○産業観光課長（後藤正三君） 清水製材所さんの分の話ですか。これにつきまして

は、先ほども言いましたように、ここは１００％の補助事業で、高森町にあるから

高森町が事業主体である高森町を経由して補助が下りるということで、私達の方は

そういうのは絡んでおりませんので、その事情は申し訳ないですけど、どんな苦情

があるかは今のところ聞いておりません。もし、そういうことがあるんでしたら、

ちょっと内容を調べたいと思っております。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） この周りの人達が、これは、毎日、噴煙が上がっていると、水

田やら、いろいろあがんとも近くにはたばこ、いろいろ作物が植わっておるけど、
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町としては、どういう対応をしてくれるのかという話が来ているわけでございまし

て、町が知らないということになると、これはもしもそういう公害が出た場合は、

どういうふうな対応をとるかをお願いします。

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） その件につきましては、私の方からお答えをさせてい

ただきますが、お話のように、周辺住民の方々からちょっと噴煙等について、それ

から、鋸屑等の飛散等について、ご相談なり、私どもの方にお問い合わせが来てご

ざいます。このことについては、環境衛生対策でございますので、保健所と連携を

とりながら指導に入っております。一部は改良していただくことで、すでに飛散を

しないような施設の建設もできております。それから、噴煙等については、水蒸気

でちょっと冬が寒いものですから、どうも煙に見えると、寒い時にですね、水蒸気

が煙に見えるというようなことで、認可された機械でされておりますので、公害に

及ぶような基準を超すような噴煙は排出をしていないというのが実態でございま

す。

以上でございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） １２３ページの給与明細書の中で、長等が３人掲げられていま

す。これは、将来、副町長、また、いろいろな人材を受け付けるかという、私達に

したら見えるわけでございますが、どのようになっているか、説明をお願いしま

す。

○議長（三森義高君） 総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 大変申し訳ありません。１人ということでございますの

で、ご訂正方、申し訳ありませんが、お願いをいたしたいと思います。金額的には

１人分しか上がっておりません。大変申し訳ありませんでした。

○議長（三森義高君） 他にありませんか。４番 甲斐直三君。

○４番（甲斐直三君） 単純なことでございますけれども、９９ページでございますけ

れども、町職員住宅と敷地借り上げについてということで上げてございます。すで

に、学校も統合、廃校しまして、もう数年経っておるところでございます。旧草部

中学校職員住宅と、それから、旧草部北部小学校教員住宅と、未だにまだ、こうい

う借り上げということで組んでございますけれども、これらの施設処分等につい

て、どうされることかをちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（三森義高君） 教育委員会事務局長 色見隆夫君。
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○教育委員会事務局長（色見隆夫君） こちらについては、今、政策的空家と一部貸し

付けがございます。将来的には、この分については、取り壊していく方向で考えて

おりますけども、取り壊し費用等の捻出をどういうふうにするかということで、

今、考えております。

○議長（三森義高君） ４番 甲斐直三君。

○４番（甲斐直三君） 局長の方から、今考えてということでございました。私達がす

でにこういう施設の空き地等何かも、去年から大分、入りたいという方がございま

して、建設課の方にお願いしまして、これは、何度なく行ったところでございまし

た。その時は、おそらく、管財課の担当になっておるものと思っておりましたの

で、建設課の方もそういう形でやったろうかと思いまして、あそこの草部の中学校

の今、建っておりますところも、あそこも借地でございましたので、一応、空いて

おります。まだあの立派な住宅でございますので、職員住宅でございます。できま

すならば、買いたいがということでお伺いしましたところ、あそこは権利者であり

ます地主さんの方にそのまま建てたままお返しして、その分だけ向こうの方から地

権者の方からそういうふうにされるということをすぐそういうことで考えておると

いうことだったものですから、こちらの方もそういう形で先方の方にも相談に行き

ましたら、まだまだそういう話はこちらの方では聞いていないということが昨年度

ございましたので、そうなれば、やはり、立派に建ちながら、そのまま空家にし

て、ほったらかすよりも、何とか利用させていただけないかということで行きまし

たけれども、今、局長さんの方からそういう形でございますので、大変、またこう

いうことで、また借地料と上げておられます。これも大変な地元民から見ますと、

やはり、こういうのはもったいないじゃないか、これは何なら貸した方がいいんじ

ゃないかという方もおられますので、その点を今度、ご検討いただきまして、なる

べく早めに、どうするかは、お願いしたいと思っております。

以上でございます。

○議長（三森義高君） 教育委員会事務局長 色見隆夫君。

○教育委員会事務局長（色見隆夫君） 今の内容について、私、まだちょっと確認でき

ていない部分もあろうかと思います。補助等の絡み、そういうようなものもちょっ

と調べさせていただきまして、これが補助金等が終わっておるとか、そのあたりの

要件等を十分確認させていただいて、今後、どうするかということについては、先

ほど申しましたとおり、ちょっと検討させていただくなら幸いかと思っておりま

す。
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○議長（三森義高君） 他にありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、各常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１７号は、各常任委

員会に付託することに決定いたしました。

○議長（三森義高君） お諮りします。

しばらく休憩したいと思いますが、ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。ただいま２時２５分でございますので、

３５分まで、休憩いたしたいと思います。よろしくお願いいたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後２時２５分

再開 午後２時３５分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２０ 議案第１８号 平成２０年度高森町国民健康保険特別会計予算について

○議長（三森義高君） 日程第２０ 議案第１８号、平成２０年度高森町国民健康保険

特別会計予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第１８号で提案させていただきました平成２０年

度高森町国民健康保険特別会計予算につきまして、ご説明申し上げます。

平成２０年度は、歳入歳出総額を１０億９,０００万５,０００円で編成をいたし

ましたので、その主な内容につきまして、予算書の６ページから７ページ、総括表

でご説明をさせていただきたいと思います。

特に制度が大きく変わりましたことから、昨年との比較で申し上げますと、歳入

面から、前期高齢者交付金が新たに創設され、試算の結果、２億６２９万４,００

０円を計上いたしました。反面、国庫支出金がこれの３４％程度減額されておりま

す。また、療養給付費交付金につきましては、退職者医療制度の改正に伴い、昨年
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度まで６０歳から７４歳までの方を対象といたしておりましたのを、本年度より６

０歳から６４歳までが対象となり、その分が大きく減額されたものでございます。

共同事業交付金の増額は、昨年度の計上が、当初半年分でありましたことから、本

年は１９年度の 終金額で計上したものでございます。繰越金につきましても、１

９年度の決算見込みで計上いたしております。

次に、歳出面では、後期高齢者医療制度が発足したことに伴い、新たに支援金を

計上いたしました。その分、老人保健拠出金が減額されることとなっております。

共同事業拠出金は、歳入と同じく半年分を１年分に換算したものでございます。

以上、主な項目につきまして、ご説明を申し上げましたが、審議の上、決定いた

だきますようお願いいたしまして、説明を終わります。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１８号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２１ 議案第１９号 平成２０年度高森町老人保健特別会計予算について

○議長（三森義高君） 日程第２１ 議案第１９号、平成２０年度高森町老人保健特別

会計予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第１９号で提案いたしました平成２０年度高森町

老人保健特別会計予算につきまして、ご説明を申し上げます。

本年は、歳入歳出総額を１億５６３万４,０００円で編成をいたしましたが、皆

様ご存じのように、老人保健は、本年４月より後期高齢者医療制度に移管いたしま

すことから、今回の予算は、医療給付費１カ月分と若干の月遅れ請求に対応する分

を計上させていただいております。

ご審議の上、決定いただきますようお願い申し上げ、説明を終わります。
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○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２２ 議案第２０号 平成２０年度高森町後期高齢者医療特別会計予算につい

て

○議長（三森義高君） 日程第２２ 議案第２０号、平成２０年度高森町後期高齢者医

療特別会計予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第２０号で提案いたしました平成２０年度高森町

後期高齢者医療特別会計予算につきまして、ご説明を申し上げます。

この制度は、老人保健に代わり、本年４月より新たに発足いたしますことから、

初めて編成し、歳入歳出総額をそれぞれ８,７７２万９,０００円といたしました。

老人保健と大きく変わりましたのは、被保険者に保険料が発生いたしましたこと

と、県下全市町村が加入する広域連合が共同で運営し、医療給付を行いますことか

ら、本町が行うべき業務について計上いたしております。

予算書の６ページから９ページに記載いたしておりますが、歳入歳出合わせて説

明させていただきますと、まず、保険料を年金から振り替える特別徴収と一定額以

下の年金受給者の方から納付書で納めていただく普通徴収に分けて記載をいたして

おります。この金額は、昨年の所得を基礎に算出をいたしております。繰入金は、

一昨年の一般管理費と賦課徴収費の必要額をそれに保険基盤安定負担金相当額を県

と町の負担割合に応じて計上をいたしました。諸収入の受託事業収入は後期高齢者

被保険者が特定健診に合わせ健診を受ける場合、本人負担８００円、補助金を７,

０００円で計上をいたしております。

歳出につきましては、ただいま説明いたしましたとおり、保険料や繰入金を後期
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高齢者医療広域連合に納付することと検診を受けられた費用につきまして精算する

のが、主な歳出でございます。

以上、ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げ、説明といたしま

す。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２０号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２３ 議案第２１号 平成２０年度高森町介護保険特別会計予算について

○議長（三森義高君） 日程第２３ 議案第２１号、平成２０年度高森町介護保険特別

会計予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第２１号で提案いたしました平成２０年度高森町

介護保険特別会計予算につきまして、ご説明を申し上げます。

今年度の予算は、歳入歳出それぞれ５億８,８１５万円で編成をいたしておりま

す。歳入歳出の主なものを７ページ、８ページの総括表でご覧いただきますと、昨

年度に比べ、総額で１,０７２万円ほど減額いたしておりますが、これは、主に介

護サービス等諸費を約３,２４０万円減額し計上する一方、高額介護サービス等費

を８４０万円、特定入所者介護サービス等を１１０万円増額して計上いたしており

ます。これは、１９年度予算の 終補正までの現状に即して、計上したことによる

ものでございます。また、本年より新たに始まります特定健診制度を活用しての特

定老人の抽出を行うための事業費として、基本チェックリスト事業と生活機能評価

事業に委託費として２８６万５,０００円を増額して計上し、要介護高齢者ならな

いための予防事業をより積極的に展開してまいります。

以上、ご審議いただき、ご決定いただきますようお願い申し上げ、説明を終わり
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ます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２１号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２４ 議案第２２号 平成２０年度高森町簡易水道事業特別会計予算について

○議長（三森義高君） 日程第２４ 議案第２２号、平成２０年度高森町簡易水道事業

特別会計予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議案第２２号で提案いたしました平成２０年度高森町簡

易水道事業特別会計予算について、ご説明申し上げます。

歳入歳出の総額を２億５,２９１万６,０００円とするものです。

４ページをお願いします。第２表、地方債は、事業を予定しております野尻地区

・草部地区簡易水道施設改良事業に伴う過疎対策事業債、簡易水道事業債であり、

限度額を６,０４０万円としております。

歳入の主なものについてご説明申し上げます。７ページをお願いします。第１款

使用料及び手数料は１億３５９万３,０００円を計上、款２国庫支出金は、先ほど

申し上げました野尻・草部地区簡易水道施設改良工事に伴う国庫補助金を、款３繰

入金は、基金利子取り壊し分と起債償還の一般会計からの繰入金を、款４財産収入

は、基金の利子及び配当金を、款５繰越金は、前年度繰越金１,０００万円を計

上、款６諸収入は、町道３路線の改良工事に伴う水道本管布設替えの受託工事費

用、款７地方債は、野尻・草部地区簡易水道施設改良事業の過疎対策事業債、簡易

水道事業債をそれぞれ計上いたしました。

次に、歳出についてご説明申し上げます。１０ページをお願いします。第１款水

道費では、経常的な経費の他に、委託料に高森地区簡易水道施設省エネルギー事業



－ 65 －

に伴うエネルギーサービス料１８９万円、水道ビジョン策定委託料５００万円を計

上、工事費は、草部地区簡易水道施設改良事業他３件分１億１,３１１万９,０００

円、備品購入費は、水道メーター購入費、積立金については、高森地区簡易水道施

設省エネルギー事業に伴う残価積立金５５万５,０００円を計上、款２公債費は、

これまでの起債に係る償還金を計上、予備費については、７０万７,０００円を計

上いたしました。

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜り、ご決定いただきますよ

う、お願いいたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２２号は、建設経済

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２５ 議案第２３号 平成２０年度高森町農業用水供給事業特別会計予算につ

いて

○議長（三森義高君） 日程第２５ 議案第２３号、平成２０年度高森町農業用水供給

事業特別会計予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議案第２３号で提案いたしました平成２０年度高森町農

業用水供給事業特別会計について、ご説明申し上げます。

予算の総額を歳入歳出それぞれ３,７２９万９,０００円とするものです。

歳入の主なものについて、ご説明申し上げます。６ページをお願いします。第１

款財産収入は、Ａ基金と一般会計の運用金、国債、Ｂ基金、Ｃ基金の利息５９９万

９,０００円を計上しています。款２繰入金は、Ｂ基金の利息９００万円とＡ基金

からの一般会計運用金の１,９８０万円を計上、款３繰越金は、２５０万円を計上

しております。
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次に、歳出については、維持管理費として、賃金３８万６,０００円、需用費１,

３１０万円、そのうち電気料が１,１１０万円を占めております。役務費について

は、テレメーター代、電話、郵便料、委託料は、電気保安業務委託、津留・南在地

区管理委託料を計上、積立金は、Ａ基金換金、一般会計運用分１,９８０万１,００

０円を計上、予備費については、２４２万９,０００円を計上しております。

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜り、ご決定いただきますよ

う、お願いいたします。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２３号は、建設経済

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２６ 議案第２４号 平成２０年度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計予算

について

○議長（三森義高君） 日程第２６ 議案第２４号、平成２０年度高森町鉄道経営対策

事業基金特別会計予算についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 岩下健治君。

○総務課長（岩下健治君） 議案第２４号、高森町鉄道経営対策事業基金特別会計予算

案について、ご説明をいたします。

当初予算規模は歳入歳出それぞれ１,６２０万５,０００円であります。

歳入には、自治体基金及び住民基金の運用収入、及び基金からの繰入金を計上

し、歳出では基金運用収入をそれぞれ積み立て、繰入金１,４６４万円につきまし

ては、輸送高度化事業として、電子閉塞装置処理部更新工事、並びに第１白川鉄橋

の改修及び塗装を行うことといたしております。この事業の総事業費は６,８７２

万円で、国・県が事業費の約７９％に当たります５,４０８万円を負担することと

なっております。なお、これをもちまして、現在、計画されております橋梁塗装に
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つきましては、終了するとのことであります。

以上、説明申し上げましたが、ご審議いただきまして、ご決定を賜りますようお

願い申し上げ、説明とさせていただきます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。６番 後藤和昭君。

○６番（後藤和昭君） １９年度の補正予算の中で質問しようと思いましたが、これ

は、２０年度の予算が適当かなという感じでございます。総務課長、それから、あ

そこの社長は町長でございますが、要するに、細川県知事、記念植樹をされていま

した。紅葉の木でございましたが、根本からばっさりと、その了解は取っておられ

るようでございます。虫が通ったとか何とかと言うて、立派な庁舎の前に記念碑も

建っていたわけでございますが、それも撤去されて、今じゃ、何かのり付けか何か

して建っているようでございますが、２０年度の予算の中で、枯れておったら、こ

ういう立派な木でございましたが、要するに、記念樹でございますので、勝手に切

ることはできない、やっぱり町長に了解を取ってから切ったこととは思いますが、

本当に虫が通っておったかどうか、虫が通っていたというようなことで、事務所の

方には連絡がいっているようでございますが、要するに、この代替えを町として、

責任持って植える気持ちがあるかどうか、記念碑もぴしゃっと建てておかないとい

けない。あの人はやっぱり知事ばかりじゃなくて、総理大臣までなられた方でござ

います。これを勝手に伐採する、また撤去する、そういうことが果たしていいもの

かどうか、よろしくお願いいたします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 今、６番議員さんのご指摘のとおりでございます。私も、後

日、内容につきましてはお聞きしましたが、ちょっと詳細を申しますと、２月７日

に切ったというようなお話を聞いたところでございます。確かに、鉄砲虫も入り、

大変危険な状態だったと、そしてまた、今、季節風が強うございまして、なかなか

駅ステーションというのは人が多数集まるところでございまして、けがでもあった

らということで、気を利かせすぎたのかと、そのような判断をいたしたところでご

ざいます。

もちろん、その結果につきましては、早急に２月９日か、ちょっとわかりません

が、２月９か１０に、細川さんのお子さんが久木野の方にございますものですか

ら、お父さんの方の住所をお聞きし、そうすると、神奈川県の方で仕事に熱中され

ているということでございました。早速、南鉄の方から内容につきまして、ファッ
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クスをいたし、その結果、そういう事情であったということであればやむを得ない

かなというお返事をいただきました。

その後に、今度は１２日か１３日、１３日だったと思いますが、１３日の日に、

再度、今度は高森町の町長としての細川先生に対しますお詫びと、是非、切ったこ

とにおいてはやむを得ないからそういう危険性が伴ったということはわかりました

ということで、５月の一番植樹のしやすい、根付きのしやすい時に是非お出でいた

だきたいというような旨を神奈川県の自宅の方に送付したということでございま

す。その後、２、３日後に、本人からファックスが来まして、大変、わかりました

と、大変そういう危険を伴うということだったならということでございました。記

念樹につきましては、高森町でいいやつを一番ステーションにふさわしいものをお

願いしたいというふうなファックスでございました。それをお聞きしまして、１５

日か１６日だったかと思いますが、１６日だったと思いますが、いろんな相談した

結果、人が集まる春先に今からいいにおいがするのは何だろうかということになっ

たら、駅ですからキンモクセイあたり一番ふさわしいんじゃないかというご意見を

もとに植樹はいたしました。その植樹もまたファックスの方で写真を撮りまして、

今、細川さんの方には送ったところでございます。大変その分に関しましては、ご

理解をいただいたと、そのように思っておりますし、２月２６日の日も取締役会が

ございました。熊本県、大津町、西原、南阿蘇村、旧蘇陽町、山都町でございます

が、ＪＡ農協、そういう団体が皆、副社長は西原と南阿蘇村でございますが、そう

いう２６日の取締役会で順次報告をし、ご了解を得ておるところでございます。

ただ、勝手に伐採したと、たとえ危険があっても、前もって順次それに沿った解

決、また理解を得てからやればよかったのか、あまりにも本人か気を利かせすぎ

て、伐採してしもうたということでございまして、本当に細川先生には大変ご心配

と、私といたしましても、心からお詫びを申し上げるところでございます。

まして、また、細川先生はもちろんでございますが、地域の住民の方々も、秋の

紅葉も色づくということで、大変お楽しみにされておった分を伐採したと、もう少

し手を入れて、もっと管理をうまくやれば良かったんじゃないかなというようなこ

とは確かにございますが、結果的には、こういう結果になったということでござい

ます。

今の現状をまともにつぶさにご報告を申し上げました。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（三森義高君） ６番 後藤和昭君。
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○６番（後藤和昭君） 後の準備が、いろいろと計画なされているようでございます。

しかしながら、南阿蘇鉄道の社長は、あくまでも高森町の町長の藤本正一様でござ

います。これは、了解をないままに、たとえ虫が通っておろうがどうしようが、公

有財産ですね、しかも、今から偉い人がいっぱいおらすけん、熊本県からまた総理

大臣が生まれるかもわかりませんが、総理大臣までなった人の記念樹を、高森はす

ばらしいところといつも言われておりましたが、そこに植えられた木を勝手に伐採

するなんかもってのほかでございます。厳重注意をされるよう、よろしくお願いい

たしまして、質問を終わります。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 確かにおっしゃるとおりでございます。先ほど申しましたよう

に、２６日の取締役会役員会におきましても、厳しく指導をいたし、中の職員に関

しましても、そういうことが二度と起こらないように、もっと密に連絡を取り合っ

ていくようにということは、十分注意いたしました。本当に心から皆さん方にご心

配をおかけしまして、心からお詫び申し上げます。どうか、私ももう少し気を配る

面があったかと思いますが、知らんでは通らないお仕事でございますから、確か

に、今後、十分注意して、邁進したいと思いますので、よろしくお願いをいたしま

す。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２４号は、総務常任

委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２７ 議案第２５号 高森地区簡易水道施設省エネルギー事業基金の設置、管

理及び処分に関する条例の制定について

○議長（三森義高君） 日程第２７ 議案第２５号、高森地区簡易水道施設省エネルギ

ー事業基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議案第２５号で提案いたしました高森地区簡易水道施設
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省エネルギー事業基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定について、提案理

由の説明を申し上げます。

現在、地球温暖化が言われていますが、高森町においても、高森町地域省エネル

ギービジョンを策定し、二酸化炭素の排出抑制と地球環境問題を配慮としたエネル

ギーの有効利用解決策の１つとして、今回、高森地区簡易水道事業送水ポンプ場省

エネルギー事業を計画させていただきました。平成１９年９月の高森町議会定例会

において、高森地区簡易水道施設省エネルギー事業、エネルギーサービス料の債務

負担行為のご承認をいただき、平成１９年１１月に３社による見積書を提出いただ

き、東京都中央区京橋２丁目９番２号、株式会社、ファーストエスコ、代表取締

役、斉藤晴彦氏と契約を提携し、現在、工事を実施しています。

この事業は、シェアードセビング方式の提案型で計画しているため、残価積立金

方式になっており、平成２０年度から積立を行い、年５５万４,０００円を７年間

積み立て、８年目に一括して支払いするため、残価積立金の基金条例を制定するた

め、提案するものであります。

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜り、ご決定いただきますよ

うお願い申し上げます。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２５号は、建設経済

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２８ 議案第２６号 高森町保育所入所児童の費用徴収条例の一部改正につい

て

○議長（三森義高君） 日程第２８ 議案第２６号、高森町保育所入所児童の費用徴収

条例の一部改正についてを議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 佐伯秀和君。
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○住民福祉課長（佐伯秀和君） 議案第２６号で提案いたしました高森町保育所入所児

童の費用徴収条例の一部改正につきまして、ご説明を申し上げます。

この条例は、国の費用徴収基準の改正に伴い改正し、その階層も現在まで町独自

に１３段階に区分されていたものを、国に順じ、７段階に変更するものでございま

す。

ただし、この改正案によりましても、国が示しております基準の約２分の１程度

ご負担いただくものであり、その差額につきましては、少子化対策の一環として、

引き続き、町が負担することといたしております。

慎重にご審議の上、決定いただきますようお願いを申し上げ、説明といたしま

す。

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） ただいま、話がありました、これは、住民説明はどうされたの

か、それから、今後、されていないなら、どういうふうな説明をされるのか。

それから、保護者にどういう説明されたのかを、また、それから、少子化対策に

逆行しないかと思っておりますけど、その点について、お伺いいたします。

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 佐伯秀和君。

○住民福祉課長（佐伯秀和君） 住民の皆様方すべてに対する説明はまだ行っておりま

せん。ただいま、皆様方に条例を改正を提案をいたしたところでございますので、

可決する前に決定したかのごとく説明をするというのは、なかなか難しい問題もご

ざいます。ただし、こういう改正案を持っているというようなことは、入所受付の

際に保護者に対してはお話をさせていただいております。すでに、保育所の入所申

込を終わっておりますので、そういう手続きは踏んでおりますし、今後は、各園の

保護者の皆様方には周知を、可決をいただければ、周知をしていきたいというふう

に思っております。

それから、少子化対策に逆行しないかというお話でございますけれども、確か

に、非常に少子化が進んでいることは、皆様ご案内のとおりでございますが、それ

にいたしましても、現在まで、非常に保育料につきましては、国の基準の 大３分

の１ぐらいの基準等もございます。しかし、今回、お願いしておりますのは、ある

程度、所得のある方に対しては応分の負担をいただこうというような改正案を示し

ております。したがいまして、所得のある程度、困窮されているという言い方は失

礼かもわかりませんが、所得の低い方につきましては、若干、これで保育料が負担
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が下がる家庭もかなり出てまいります。そういうことでバランスを取らせていただ

いて、所得の多い方につきましては、応分の負担をいただくというような改正案に

いたしております。

以上でございます。

○議長（三森義高君） 他にございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありません

か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２６号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２９ 休会の件について

○議長（三森義高君） 日程第２９ 休会の件についてを議題とします。

お諮りします。

３月７日から３月１２日までは休会としたいと思います。これにご異議ありませ

んか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、３月７日から３月１２日ま

では休会とすることに決定いたしました。

なお、各委員会が開かれますので、よろしくお願いいたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日は、これで散会いたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

散会 午後３時１５分



３ 月 １ ３ 日（木）

（第２日）
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開議 午前１０時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） おはようございます。

これから、本日の会議を開きます。

お諮りします。

お手元に配布してあります日程にしたがって、議事を進めたいと思います。これ

にご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。それでは、日程にしたがって議事を進め

ます。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 一般質問について

○議長（三森義高君） 日程第１ 一般質問を行います。

順番に発言を許します。２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） おはようございます。

３月に梅の花もちらほら咲き始め、春めいてまいりました。本日は、一般質問、

私一人でありまして、町長においては、明確、誠実な答弁をお願いします。

さて、１２月の定例会で質問しました政治倫理について、再度、私は質問させて

いただきます。

１２月例会において、町長におかれまして、公正・公平で開かれた行政、町民と

一緒に行動することが目指す政治倫理と思っている。町発展のため、全身全霊を尽

くすと答弁されました。

私は、公正・公平という答弁に疑問を持ったわけでございまして、この条例につ

いて、本当に町長の抵触されていない、それから、自治法１４２条についても抵触

されていないということで、本当に疑問を持ったわけでございます。

この町の政治条例１条に、町政が町民の厳粛な信託によるものであることを認識

し、その付託に応えるために、町長、副町長及び町議会議員の政治倫理に関する規

律基本を定め、良心に従い、誠実かつ公正に職務を行うべきこと、清浄で民主的な

町政発展に寄与するとうたってあります。

この前、私が質問しまして、町長におかれましては、１２月、高梢の株を持って

おられるという答弁でしたが、どのくらいの株で、どのくらいの割合で持っておら

れるのか、再度、質問いたします。
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○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。答弁席からお願いします。

○町長（藤本正一君） おはようございます。今、２番議員さんのご質問でございま

す。昨年の１２月の定例議会においてもお話がございましたように、いろいろと２

番議員さんの心配するところ、また、疑惑の面につきまして、お話をお聞きをいた

したところでございます。

私も申し上げたかと思いますが、平成７年に町議会議員に立候補いたしました。

その時、私が感じたのは、平成７年の参加はいたしておりませんけども、前、私達

の大先輩でございます各議員さんの提出議案ということで、平成７年３月８日に提

案がなされ、１回目の高森町議会議員政治倫理条例というのがなされております。

その中には、大変、その時の議員さんの方々のお話で、これが必要であろうという

ことで出されたということでございます。また、そして、私が当選をいたしまし

て、平成９年に、私がちょうど総務副委員長だったかと思っておりますが、これ

は、なかなか政治倫理案で申しますと、全体会議とか、そういう各委員会に付託さ

れるものではなく、この本会議でとるということの状況でなっております。

それは、確か、平成９年の第１回目の議会におかれまして、前議員さん達の提出

議員のお名前を申し上げますならば、本田国男さん、また杉永竹範さん、佐伯金也

さん、佐楢見誓香さん、三森現議長でございます三森義高さん、甲斐正一さんの方

々の提案で、平成９年度に高森町議会議員政治倫理条例の改正がなされておりま

す。これ、平成７年度の条文を削除したり、また、追加したりと言いますか、それ

がなされて、ふさわしい町の政治倫理になっただろうと、そのように思っておると

ころでもございます。

その後に、私が平成１５年４月の統一選挙におきまして、長として当選をさせて

いただき、平成１６年に今回の高森町政治倫理条例の提出をいたしたところでござ

います。

今のところはそういう現状で進めておるところでございますので、よろしくお願

いを申し上げます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 自席から失礼します。

私は、今、町長に質問いたしましたのは、株についての割合ということで質問し

ました。確か、町長も平成１６年７月１日の政治倫理条例ではないかと思っており

ます。私の質問に誠実明確な答えをお願いしたいと思いますので、もう一度、株に

ついて、割合、それから、どのぐらいあるのかを答弁願います。
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○議長（三森義高君） 自席からの答弁を許します。町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 大変失礼いたしました。少し流れを、議員の先生方にもお話を

していた方がいいかなと思いましたので、申し上げましたところでございます。

今、２番議員さんのおっしゃいます株の所有ということでございます。つきまし

ては、この前、１２月の定例議会でお話をいたしましたように、私は、今、１３４

株持っています。割合が私も何株か聞いておりませんが、私自身が１３４株を、今

日現在、高梢の株を１３４株持っておるということでございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 現在、１３４株を持っておられるということでございます。株

の割合においては、会社の動向を左右するわけでして、持っておられるのに、大変

私も疑問に思うわけでございます。この株について、私がどうやこうやというしっ

かりとした質問は行いませんけど、高梢につきまして、株の重みというのが、株式

会社でありますように、本当に、基本的に言いますと、会社におきまして、株とい

うものがあります。その辺において、本当に私は町長が抵触しておられないかとい

うことを、私も思っているわけでございまして、本当に株を持っておられるなら、

政治倫理についても、抵触するのではないかと思っています。その点について、町

長から答弁お願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 今、株の所有すると、その会社の役職というような、私も取り

方をいたしたところでございますが、１２月の定例議会にでも森田議員さんにお話

をいたしましたように、ご承知のとおりに、株というのは毎日、新聞等、また、い

ろんなメディア等でも大変売り買いをする品物でございます。株を所有することが

政治倫理に即触するというとは、ちょっと私自身は理解をいたしておりません。株

の所有として、役職に属し、その会社の経営、また、人事権の関与するという問題

があるとすればすると思いますが、一企業の一株主にすぎないことである以上は、

政治倫理、また、地方自治法に触れるということはないと私自身は思っておりま

す。

株の勘違いかもしれませんが、私は、１２月の定例議会にも申しましたように、

株式会社高森町をつくるぞと、そのような発想のもとにやってまいりましたし、こ

の２期目もそのようなことで、皆様方に何一つ隠すことなく、公開条例も皆さん方

に情報を教えると、徹底した、何一つ拒否もなく、止めることなく、全部、出して

やるべきじゃないかということでやっております。
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そういう意味では、町民一人一人に株主になっていただくというのが、私の役目

でございますから、やはり、株主の社長さんがもしかしたら、損をしたり儲けた

り、それを一人一人に教えると、また、するべきであろうというのが、皆さんに通

知するのが、私の役目だろうと、そのようなことで、株式会社高森町というような

名を打って、町長に立候補したところでございます。

ということは、株主さんは、いつも親方がただ利益だけではなく、本当にプラス

が出たり、マイナスが出たりするんじゃなかろうかと、そういうことも、逐一する

と、そういうことも一つの株主さんの役目でございまして、株を持っているから役

員で、また、株がないから役員でないというのは、何かちょっと私自身は１４２条

に抵触しておるとは思っておりませんということを申し上げております。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 株を持っているけど、抵触はしていないと、町長からの答弁で

ございます。

それなら、これからちょっと話を変えまして、町長もこの政治倫理には、平成１

５年の町長時代に携わっておられまして、町長の配偶者である奥さんについて、ち

ょっとお伺いいたします。よく事務所で奥さんを見るわけでございますが、奥さん

について、事務、それから会計、清算人をされていないのか、質問いたします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 議員さんがおっしゃいました奥さんがということでございます

が、なかなか、奥さんのことはプライベートなことで、私は町の長としてのお務め

をしておるわけで、奥さんが事務をしよるからどうかというのは、それは生活それ

ぞれ皆さんが違うわけでございますから、そのプライベートについては、お話はで

きないということでございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 今、プライベートのことについて、話はできないということで

ございます。確か、４条に、町長及び議員の配偶者及び同居の親族又は二親等以内

の血族において、町が発注する公共事業等の請負契約、一般物品の納入契約を辞退

し、町民に対し、疑惑の念を抱かせるようなことのないように努めなければならな

いという４条に規定が載ってあります。この条例について、町長はどう思われる

か。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） それは、そこの代表取締役なり、そういう無限責任社員になっ
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た方に対してのお話であるんではなかろうかなと思っております。そこに二親等と

かうたってあるのも事実でございますけども、この意味は、私自身がそういう家

族、奥さんがしているということであるわけですから、するということになれば、

それはちょっと違うような、私の取り方はですね、違います。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 町長は、私の配偶者で奥さんが違うということでございます

が、４条にうたってある限りは、私は奥さんにおいて、事務会計、清算人をされる

と見受けると思っております。もう一度、その答弁を詳しくお願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） この政治倫理と言いますのは、ここに書いてございますよう

に、２番議員さんのお話は全くここに書いてあるそのとおりかと思いますが、私が

思うには、これは、二親等にあってからという意味は、そこの代表者、会社の代表

と、１つのそういううたい方であろうかなと、そのように私は理解をいたしており

ます。

その間の１４２条の長の兼業禁止とか、議員さんの兼業禁止とか、そういう中に

うたい文句は来てございますが、その要項の法律、地方自治法でございますけど

も、無限責任社員、取締役とか、執行等の役員にはなってはいけませんよというの

が、１４２条であろうかと、そのように思っておるところでございます。

奥さんが事務をしよるからというのは、ちょっと私の考えとは、これは違うとい

うことでございます。私は、そのような理解はいたしておりませんということで

す。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 私は、この前も町長に質問いたしましたが、自治法の１４２条

を説いているわけではありません。町の政治倫理条例を質問しているわけでありま

して、私は、何も町長を攻めているわけではありませんし、住民からの不服申し立

てがあっているということは、町長が１２月の例会で答弁申されたとおり、公正・

公平で開かれたまちづくりを目指していっておられると言われましたけど、それ

が、できていないので、申し立てがあっているのではないかと思っておりますが、

その点について、どう思いますか。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 今、２番議員さんおっしゃいましたように、１つの町長さんの

配偶者及び同居家族又は二親等以内の血族において、町が発注する工事等について
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は、町民の疑惑を抱かないように、そういうことがないようにという戒めのちゃん

とした条例ができてございます。以前にも、そういう質問は、確かに何回も受けた

のも事実でございます。私も町会議員になって以来、１つの今までは私の若い頃か

らの会社組織としては、藤本組というのを経営をしてまいりました。平成７年から

実際、そういうものタッチをしておらないことと、そして、２回議員を務めさせて

いただきまして、今、町の長として、務めをさせていただいているところでもござ

います。

やはり、私も先ほど申しましたように、地方自治法１４２条に抵触するというこ

とであれば、そういう疑惑があるとすれば、私自身は、大変残念に思っておるとこ

ろでございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 先ほどから町長も自治法の１４２条のことを申されますが、私

は、先ほどから何遍も言いますように、町の政治倫理条例についての質問をいたし

ているわけでございまして、町長は、今、答弁におかれまして、配偶者において

も、何ら関係がないと、私は答弁を受けたわけでございます。それならば、奥さん

はパートか何かをされているのかと、私も疑問に思うわけでございますが、その点

について、もう少し詳しくお願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 先ほど申しましたように、１４２条というのがございまして、

それを１つの基本として、私どもの高森町政治倫理条例はできあがっているところ

でございます。もちろん、私が言うまでもなく、憲法、そして法律、そのようにな

っております。また、その法律の下に条例というのが、私どもがいかに戒めるかと

いうことだろうと思います。大変、条例の中にも、いろんな難しい、難しいと言い

ますか、なかなか人を諮る、道徳、モラル、マナーの１つかと思います。なかなか

その倫理というのが難しい部分がございまして、その倫理を守るために、倫理を１

つの基本として政治を扱う者として、国の法律で届かない部分を各町村の私を含め

て議員の先生方が、その条例というのを作成していくわけでございます。条例は、

決して法律を乗り越していくようなものではございませんで、ただ、今回は、憲

法、法律、条例、そして、この条例の中に倫理と、大変、この倫理というのは、絵

に描いて見せるものでもありませんし、大変、人の教え、世の中の習い、モラルと

いうことですから、これ、本当に、私を含めて、一つ一つ、そういう気持ちで立ち

会って、また、その思いでいかんことには、倫理というものは、大変言葉がむずか
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しゅうございますし、また、範囲が広うございます。また、人間の気持ちとして

は、倫理というのは、大変全体的な、集団的なそういうものになるということも一

つの言葉上は難しい部分があるだろうなと思っております。

うちの嫁さんがパート何かと言いますけども、これは、ここのことで生活をする

以上は、やむを得ないと、それを言いますならば、何事も、プライベートなことで

すから、なかなか私もはっきりは申し上げられませんけども、私自身はそのように

考えております。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 町長はじめ議員がつくったものであると、今、町長が申されま

した。２条に、町民全体の利益の実現を目的として行動することとか、それから、

２条の２に地方自治の本旨に則り、本来の責任を全うすることと書いてあります。

５番に、政治倫理に反する政治的、道義的批判を受けた時は、自ら真摯かつ誠実に

疑惑を解明し、その責任を明らかにするということが載っておりまして、町長が今

現在、答弁されましたことにつきまして、何も答弁がなされないという、私はそう

思っています。この条例が、１６年４月１日につくり、執行されているわけでござ

いますが、町長が１期目の時に審議され、つくられた条例だと思っております。

今のような答弁では、何のためにつくられた条例なのか、私にはぴっと来ません

そのことについて、もう少し詳しくお願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 今、議員のお話でございますが、平成１６年４月１日の日に私

の方から議員の方々にお願いをし、高森町議会議員政治倫理条例を議会の方々の立

場で、一緒にお話をして、そしてまた、政治に対する町民の不信感解消と、町民の

信託に応えるために、地方自治法、公職選挙法を本旨とし、再確認をしながら、政

治倫理の確立を図るというもので出してございました。

不肖私も平成１５年４月に町長に立候補いたし、皆さんのご協力のもとにご支援

をいただいております。また、当選をさせていただきました。ご案内のように、議

会、また、議会提出議案として、高森町議会議員政治倫理条例がありまして、私も

それを率先し、政治倫理の確保を図るべきだと考え、その１年後に、平成１６年２

月定例議会におきまして、現在の高森町政治倫理条例を提案をいたしたところでも

ございます。

議会議員のみならず、私を含めまして、助役さん、前助役さん、現在は副町長で

ございますが、収入役さん、当時におきましても、当然、政治倫理に関する規律の
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基本となる事項を定めることによって、清浄で民主的な町政の発展に寄与するとい

うのが、その理由でございました。議員の皆様方にもご相談の上、同定例議会にお

きまして、原案可決をいたしたところでございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 今、町長も答弁をされましたが、何ら私においては、答弁にな

っていないじゃないかと思っております。再度、質問いたします。

町長の配偶者である奥さんにつきまして、事務会計、精算をされていないのか、

それを明確にお願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） はい、先ほどからも申しますように、何の仕事をしよるかは、

私はわかりませんが、手伝っております。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 手伝っておるということでございます。先ほど、私は、第４条

を読み上げましたが、配偶者及び同居の親族という、ここに載っておりまして、し

ておるということは、町が発注する公共事業等の請負契約についても、係わってい

るということに、私は関係するわけでございますが、その点について、町長に関し

てはどうですか。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 私は、全体的なものをいつも頭に入れているわけではございま

せんけども、確かに、そのように書いてございます。これは、申しますように、そ

この無限の責任者、そうなるかならないかという政治倫理ではなかろうかなと、私

はそのように思っておるところでございます。無限責任者、社員、取締役、また、

執行役、もしくは、監査役、それらに準ずる支配人及び清算人になることはできな

いと、これは私に対して、私自身に対しての一つの、これは第１４２条は、私に対

しての戒めの、全体的な戒めであろうと、私はそのように思っております。

家族が手伝っていてはいかんというのは、ちょっと私もそこまでは深くと申しま

すか、そこまで踏み込んでくれば、やはり、全体的な生活からいろんな方々の私、

長ならず、そういう一つ一つに立ってくれば、法律の解釈ですから、ちょっと素人

ですからよくわかりませんけども、そのあたりの解釈はちょっと私も今のところい

たしておりません。

今の現状は、今申しましたように、何度も申しますが、何らそういうことに１４

２条に抵触することなく、長として精一杯努めておりますということだけは申し上
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げたいと思います。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 現在、また、町長も答弁の中で何ら４条に反していないという

ような答弁でございますけど、それなら、第３条の１に、町民全体の代表者とし

て、その品位と名誉を損なうような一節の行為を慎み、その職務に関し、不正の疑

惑を持たれる恐れのある行為をしないこととうたってあります。これにつきまし

て、私は、町長の配偶者になる奥さんが抵触されているのではないかと思っていま

すが、その件につきましてお願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 今の第３条でございましたですね、私は、町民全体の代表者と

して、その品位と名誉を損なうことがないようにこれを慎み、その職務に関し不正

の疑惑を持たれることのないようにと、そういうことは一切ございません。

○議長（三森義高君） 町長、今一度、答弁の方をお願いします。町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 今の第３条に、その地位と名誉を損なうような一切の行為を慎

み、その職務に関し、不正の疑惑を持たれることのある行為はないか、私はそうい

うことはしたことはございません。町の長として、皆さん方の品位を保つために、

町の名誉を傷つけるようなことだけは、先輩諸君の方々からおられますから、そう

いうことはしないと思っております。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 今、町長も私の質問したのを読み直されたわけでございまし

て、これについて、何も疑惑を持たれるような行為をしていないということでござ

います。

ですなら、先ほど、配偶者である奥さんについて、手伝っておるということでご

ざいます。４条の最後の方に、疑惑の念を抱かせるようなことのないように努めな

ければならないという条例が載っておりまして、町長については、この疑惑の念を

抱かせるようなことのないように努めなければならないということが載っていま

す。これが、私は町民の皆様の不服申し立てのあっている事実じゃないかと思って

いるわけですが、その点につきまして、答弁をお願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 大変疑惑と言われてもですね、町民の方々がいよります、いよ

りますと言われても、私もたった今、１年前に町長に選ばれたばかりでございまし

て、その疑惑をどういう疑惑かと教えていただかんことには、私自身は、町を預か
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る者として、そういう疑惑を抱かせない、また、それを根絶するというのが、私の

役目であろうと、大変申し訳ございませんが、今、７,５００人弱の町民の方がお

られますから、なかなか７,５００人の皆様方のご意見に沿うというのは、確かに

難しゅうございますが、できる限りじゃなく、やっぱり一人一人に町の愛情を持っ

て接すると、それは、私の心構えでございますし、私の心情でございます。

やはり、人に嫌な気持ちを与えたり、人のモラルやいろんなことについて、つい

たり、それは、モラルをつく人はいいです。また、そのモラルをつく人は、やはり

モラルを守っていただく、お互い、そういうことが人間関係、こうやってやること

が１つのいじめにつながったり、ちょっとしたことがいじめにつながったり、私は

それが一番、私どもが守っていくべきことだろうということで、私は町民の方々全

体にまんべんなく、それも公正・公平で接しているつもりでございます。

それから先、公正でないと言われれば、それは疑惑を念を抱かれたということ

で、私の不徳の致すところでございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） この問題は、町長も疑惑は町民に抱かせるようなことはない

と、私もそういうふうに、今のとりました。

続きまして、話はまたちょっと変わりますが、親族では、長男さんにおいて、町

が発注する公共事業に入札に少なくとも係わっておられないかを、また問いたいと

思います。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 当然、会社というのは社長がございまして、いつもかつもこう

いう町の大きな組織的な大きな会社であればまた別でしょうけども、こういう地域

でございます。また、それだけの仕事もございません。また、それだけの会社的な

ものもございません。それは、きっと社長の交代というものだろうなと、そのよう

に思っております。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） 社長の交代と、今最後に申されましたが、この親族におきまし

ても、先ほど配偶者と一緒の規約がうたってあります。これが、私は本当に町長

が、私は疑惑の念を抱いているようなはしていないと申されますけど、何のため

に、この条例を町長時代つくられたかと、私は本当に、これが不思議でならないわ

けです。本当のことを町長も答弁してもらわなくては、私は何のために、この４

条、町の条例ができたかというのが、質問をいたしましても、また、これは継続審
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議にしていかなんような答えでございますので、その点についても、詳しくお願い

します。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 先ほど申しましたように、平成１６年７月に、先ほど申しまし

たとおりに、私自ら提出をし、議員の方々の許可を得、議会を通ったところでござ

います。何のため、これは守るために、私は通してあると、そのように思っており

ますし、私自身は、先ほど、何回も申しますが、そのことには触れたつもりもござ

いませんし、また、正直申しまして、今の町の行財政改革から、正直申しまして、

そういうところまでの私自身がこもうございまして、余裕がないというのが、情け

ない気持ちです。

何のためと言えば、当然、町民の方々、また地域を守るために、こういうことを

やって、条例に出したということでございます。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） これは、先ほどから質問のやり取りをしていますけど、何ら解

決の糸口はないわけでございます。

再度、町長にお伺いいたします。町民に対して、疑惑の念を抱かせるようなこと

はないと、先ほどから申されています。私は、配偶者及び親族等については、この

第４条に触れているという気持ちを持っているわけでして、本当に町民の皆様に今

のような答弁では、説明ができないと思っていますが、その点につきましては、も

う少し鮮明なる答えをお願いします。

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。

○町長（藤本正一君） 昨年の１２月の一般質問を受けましたが、全くその時に申しま

したように、今回もそういうことに抵触することなく、町民の福祉行政財政のため

に、日夜努力いたしているところでございます。そのことに何度お聞きになられて

も、自分の気持ちを変えると、そのために、町の長として、町民の皆様から負託を

受けてやってきたばかりでございます。決して、町民の方々からそういう疑惑を抱

かれるということであれば、私自身は、先ほど申しましたように、大変残念に思っ

ております。こういう機会でご注意を受けたわけですから、これからもこれ以上疑

惑を抱かぬように、これからも努力してまいりたいと、そのように思います。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。

○２番（森田 勝君） この問題につきまして、私が先ほどから第４条について、町長

におかれまして、答弁をお願いしているわけでございますけど、何ら解決のないよ
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うな返答ばかりでございまして、この質問は私もハチじゃないですけど、ちくちく

と質問を、今後また、させていってもらいたいと思います。町長におかれまして、

本当に町の人のために、疑惑がないような、倫理をつくられております。本当にそ

の倫理が守られているなら、こういう住民からの不服申し立てもないと思っており

ます。そのことを念頭におかれまして、本当に今後のまちづくりのために、私も精

一杯やるつもりでございます。町長の方もその信念を損なわないように、町民の皆

様に期待を持たせるようなまちづくりを心がけてもらいたいと思います。

以上で私の質問を終わります。

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君の質問を終わります。

これで、一般質問は終了しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日は、これで散会をします。お疲れさまでした。

－－－－－－－○－－－－－－－

散会 午前１０時４５分
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開議 午前１０時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） おはようございます。

これから、本日の会議を開きます。

お諮りします。

お手元に配布してあります日程にしたがって、議事を進めたいと思います。これ

にご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。それでは、日程にしたがって議事を進め

ます。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 意見案第１号 ハンセン病問題基本法の制定と国立ハンセン病療養所菊池

恵楓園の存続、医療・福祉の充実を求める意見書について

○議長（三森義高君） 日程第１ 意見案第１号、ハンセン病問題基本法の制定と国立

ハンセン病療養所菊池恵楓園の存続、医療・福祉の充実を求める意見書についてを

議題といたします。

本案について、趣旨説明を求めます。提出者を代表いたしまして、７番 甲斐正

一君。

○７番（甲斐正一君） おはようございます。７番 甲斐です。

提出者を代表いたしまして、ハンセン病問題基本法の制定と国立ハンセン病療養

所菊池恵楓園の存続、医療・福祉の充実を求める意見書について、趣旨説明を行い

ます。

２００１年５月の熊本判決で、約９０年間にわたって続けられた日本のハンセン

病隔離政策の違憲性、違法性が明らかにされ、これを受けて設置された厚生労働大

臣を座長とするハンセン病問題対策協議会においては、ハンセン病療養所入所者に

対して、終生の在園を保障するとともに、入所者の生活環境及び医療の整備を行う

よう、最大限努めることが確認されています。

しかし、急速に入所者の高齢化、及び減少が進む中、療養所生活の寂寥感は募

り、また、療養所の医療機能も低下しつつあります。

このような状況を打開し、入所者が安心して幸せに生活できるよう療養所を保障

するためには、療養所における医療・福祉をより充実させるとともに、ハンセン病

療養所を充実した医療・介護施設として広く地域に開放することが必要です。
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ところが、ハンセン病療養所の現在の存立根拠となっているらい予防法の廃止に

関する法律は、療養所の役割を入所者に対する療養の提供に限定しています。開か

れた療養所の将来をつくり、入所者に終生の在園を保障するためには、国の法的責

任を踏まえた新しいハンセン病基本法の制定がどうしても必要です。

このようなことから、ハンセン病問題の真の解決が図られるよう、強く要請し、

趣旨説明といたします。

○議長（三森義高君） 趣旨説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑

はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本意見案については、原案のとおり採択したいと思います。これにご異議ありま

せんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、意見案第１号、ハンセン病

問題基本法の制定と国立ハンセン病療養所菊池恵楓園の存続、医療・福祉の充実を

求める意見書については、原案のとおり採択することに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 意見案第２号 道路整備財源の確保に関する意見書について

○議長（三森義高君） 日程第２ 意見案第２号、道路整備財源の確保に関する意見書

についてを議題といたします。

本案について、趣旨説明を求めます。提出者を代表いたしまして、２番 森田

勝君。

○２番（森田 勝君） おはようございます。２番 森田です。

提出者を代表いたしまして、道路整備財源の確保に関する意見書について、趣旨

説明を行います。

道路は、国民生活や経済社会活動を支える最も基礎的なインフラでありますが、

本町の道路整備は遅れており、その整備は町民が長年にわたり熱望しているところ

であります。高齢化、少子化が進展している中、活力ある地域づくり、都市づくり
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を推進し、地域間格差を是正するとともに、地球規模の環境問題に対処し、安全で

安心できる町民生活の実現を図るためには、高速道路を含む道路の整備はより一層

重要となっています。これまで、道路特定財源は、救急かつ計画的に道路整備を進

めるための財源としての使命を担い、着実な道路整備が進められてきたところであ

ります。

しかし、道路特定財源の暫定税率が廃止されれば、町民が熱望しているこれらの

道路整備が停滞するだけでなく、既存道路の適正な維持管理もできなくなることが

明白であり、決して許されるものではありません。

本町では、特に、道路網の骨格をなす国道３２５号線、２６５号線、主要中央道

の竹田～五ヶ瀬線、熊本～高森線をはじめとし、一般県道の津留～柳線などの着実

な整備促進が必要であります。

このようなことから、引き続き、道路整備の推進が図れるよう強く要請し、趣旨

説明といたします。

○議長（三森義高君） 趣旨説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑

はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本意見案については、原案のとおり採択したいと思います。これにご異議ありま

せんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、意見案第２号、道路整備財

源の確保に関する意見書については、原案のとおり採択することに決定いたしまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 付託案件の委員長報告並びに採決について

○議長（三森義高君） 日程第３ 付託案件の委員長報告並びに採決を議題とします。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第２号 町道の路線の認定について
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○議長（三森義高君） 議案第２号、町道の路線の認定については、建設経済常任委員

会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。建設経済常任委員長 田

上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第２号、町道の路線の認定について

は、３月１２日午後２時から、第３・４委員会室において、建設課より瀬井課長、

後藤課長補佐、及び岩田土木係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議い

たしました結果、全委員異議なく可とすることに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２号、町道の路線の

認定については、委員長の報告のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第３号 高森町後期高齢者医療に関する条例の制定について

○議長（三森義高君） 議案第３号、高森町後期高齢者医療に関する条例の制定につい

ては、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。

文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第３号、高森町後期高齢者医療に関す

る条例の制定については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室におい

て、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、杉田国民健康保険係長に出席を求

め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とするこ
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とに決しました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３号、高森町後期高

齢者医療に関する条例の制定については、委員長の報告のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第５号 高森町納税組合奨励に関する条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 議案第５号、高森町納税組合奨励に関する条例の一部改正につ

いては、総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。総

務常任委員長 甲斐直三君。

○総務常任委員長（甲斐直三君） ４番 甲斐です。

総務常任委員会に付託されました議案第５号、高森町納税組合奨励に関する条例

の一部改正については、３月７日午前１０時から、第３・４委員会室において、税

務課より後藤課長補佐、及び岩下固定資産税係長に出席を求め、詳細に説明を受

け、慎重に審議をしました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしまし

た。

以上、報告を終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。
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［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５号、高森町納税組

合奨励に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第６号 高森町朋遊館条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 議案第６号、高森町朋遊館条例の一部改正については、文教厚

生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。文教厚生常任

委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第６号、高森町朋遊館条例の一部改正

については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室において、住民福祉課

より佐伯課長、長尾課長補佐、及び安方住民係長に出席を求め、詳細に説明を受

け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定しました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６号、高森町朋遊館
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条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第７号 高森町観光交流センターの指定管理者の指定について

○議長（三森義高君） 議案第７号、高森町観光交流センターの指定管理者の指定につ

いては、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めま

す。建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第７号、高森町観光交流センターの指

定管理者の指定については、３月１２日午前１０時から、第３・４委員会室におい

て、産業観光課より後藤課長、課長補佐、及び商工観光係に出席を求め、詳細に説

明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定いた

しました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第７号、高森町観光交

流センターの指定管理者の指定については、委員長の報告のとおり可決されまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第８号 高森町奥阿蘇特産品加工場の指定管理者の指定について

○議長（三森義高君） 議案第８号、高森町奥阿蘇特産品加工場の指定管理者の指定に

ついては、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めま

す。建設経済常任委員長 田上更生君。
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○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第８号、高森町奥阿蘇特産品加工場の

指定管理者の指定については、３月１２日午前１０時から、第３・４委員会室にお

いて、産業観光課より後藤課長、甲斐課長補佐、及び荒牧農林振興係長に出席を求

め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とするこ

とに決しました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第８号、高森町奥阿蘇

特産品加工場の指定管理者の指定については、委員長の報告のとおり可決されまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第９号 平成１９年度高森町一般会計補正予算について

○議長（三森義高君） 議案第９号、平成１９年度高森町一般会計補正予算について

は、各常任委員会に付託してありましたので、各委員長の報告を求めます。総務常

任委員長 甲斐直三君。

○総務常任委員長（甲斐直三君） ４番 甲斐です。

総務常任委員会に付託されました議案第９号、平成１９年度高森町一般会計補正

予算につきましては、３月７日午前１０時から、第３・４委員会室おいて、税務課

より後藤課長補佐、岩下固定資産税係長、及び甲斐地籍調査係長に、また、同じく

午前１１時２５分から、会計課より佐伯課長、及び橋本係長、さらには、議会事務

局より古澤局長、及び古庄係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いた
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しました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。

また、総務課関係予算につきましては、３月７日午後１時から、岩下総務課長、

村上課長補佐、岩下財政係長、及び廣木企画係長、甲斐財産管理係長に出席を求

め、慎重に審議した結果、債務負担行為の追加事項については、再度、慎重なる審

査が必要との観点から、３月１１日午後２時から、岩下課長、村上課長補佐、及び

沼田総務係長に出席を求め、慎重に審議いたしました。その結果、職員の不服申し

立てに関する解決策として、双方による和解に向けた協議の開催を図るとともに、

議会の斡旋により、早期解決を行うことを確認いたしました。このことによりまし

て、弁護士費用等を含む債務負担行為事項を予算書から削除する修正案が提出され

ました。慎重に審議しました結果、修正案については、全委員異議なく可とするこ

とに決定いたしました。

なお、修正部分を除く部分につきましては、原案のとおり、全委員異議なく可と

することに決定をいたしました。

以上、報告終わります。

○議長（三森義高君） 文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第９号、平成１９年度高森町一般会計

補正予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室において、住

民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び各係長に出席を求め、詳細に説明を受

け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定いたしまし

た。

また、同じく午後３時５分から、第３・４委員会室において、教育委員会より渡

邉教育長、色見局長、及び東社会教育係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重

に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第９号、平成１９年度高森町一般会計

補正予算については、３月１２日午前１０時から、第３・４委員会室において、産

業観光課より後藤課長、甲斐課長補佐、及び各係長に出席を求め、詳細に説明を受

け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決しました。

また、同じく午後２時から、第３・４委員会室において、建設課より瀬井課長、
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後藤課長補佐、及び各係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしま

した結果、全委員異議なく可とすることに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 総務常任委員長の報告は修正です。

これから、各委員長報告について、質疑を行います。質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

まず、総務常任委員長報告の修正案について、討論を行います。討論はありませ

んか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

これから、総務常任委員長報告の修正案について、採決をいたします。

お諮りします。

総務常任委員長報告の修正案については、委員長の報告のとおり決定したいと思

います。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、総務常任委員長報告の修正

案については、委員長報告のとおり可決されました。

お諮りします。

ただいま、修正議決されました修正案につきましては、その条項、字句、数字、

その他の整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いま

す。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、条項、字句、数字、その他

の整理は議長に委任することに決定しました。

次に、ただいま修正議決した部分を除く原案について、討論を行います。討論は

ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

修正議決した部分を除く原案については、各委員長の報告のとおり決定したいと

思います。これにご異議ありませんか。
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、修正議決した部分を除く原

案については、各委員長の報告のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１０号 平成１９年度高森町国民健康保険特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 議案第１０号、平成１９年度高森町国民健康保険特別会計補正

予算については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を

求めます。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第１０号、平成１９年度高森町国民健

康保険特別会計補正予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会

室において、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び杉田国民健康保険係長

に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議した結果、全委員異議なく可とする

ことに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１０号、平成１９年

度高森町国民健康保険特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決さ

れました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１１号 平成１９年度高森町老人保健特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 議案第１１号、平成１９年度高森町老人保健特別会計補正予算
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については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求め

ます。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第１１号、平成１９年度高森町老人保

健特別会計補正予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室に

おいて、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び杉田国民健康保険係長に出

席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議した結果、全委員異議なく可とすること

に決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１１号、平成１９年

度高森町老人保健特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決されま

した。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１２号 平成１９年度高森町介護保険特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 議案第１２号、平成１９年度高森町介護保険特別会計補正予算

については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求め

ます。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第１２号、平成１９年度高森町介護保

険特別会計補正予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室に

おいて、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び佐伯介護保険係長に出席を
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求め、詳細に説明を受け、慎重に審議した結果、全委員異議なく可とすることに決

定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１２号、平成１９年

度高森町介護保険特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決されま

した。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１３号 平成１９年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 議案第１３号、平成１９年度高森町簡易水道事業特別会計補正

予算については、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を

求めます。建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第１３号、平成１９年度高森町簡易水

道事業特別会計補正予算については、３月１２日午後２時から、第３・４委員会室

において、建設課より瀬井課長、後藤課長補佐、及び岩下水道係長に出席を求め、

詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに

決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］
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○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１３号、平成１９年

度高森町簡易水道事業特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決さ

れました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１４号 平成１９年度高森町農業用水供給事業特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 議案第１４号、平成１９年度高森町農業用水供給事業特別会計

補正予算については、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報

告を求めます。建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第１４号、平成１９年度高森町農業用

水供給事業特別会計補正予算については、３月１２日午後２時から、第３・４委員

会室において、建設課より瀬井課長、後藤課長補佐、及び岩下水道係長に出席を求

め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とするこ

とに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ
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りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１４号、平成１９年

度高森町農業用水供給事業特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可

決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１５号 平成１９年度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計補正予算について

○議長（三森義高君） 議案第１５号、平成１９年度高森町鉄道経営対策事業基金特別

会計補正予算については、総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報

告を求めます。総務常任委員長 甲斐直三君。

○総務常任委員長（甲斐直三君） ４番 甲斐です。

総務常任委員会に付託されました議案第１５号、平成１９年度高森町鉄道経営対

策事業基金特別会計補正予算については、３月７日午後１時から、第３・４委員会

室において、総務課より岩下課長、村上課長補佐、及び廣木係長に出席を求め、詳

細に説明を受け、慎重に審議をいたしました結果、全委員異議なく可とすることに

決しました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１５号、平成１９年

度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計補正予算については、委員長の報告のとお

り可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－
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議案第１６号 高森町一般職員の給与に関する条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 議案第１６号、高森町一般職員の給与に関する条例の一部改正

については、総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めま

す。総務常任委員長 甲斐直三君。

○総務常任委員長（甲斐直三君） ４番 甲斐です。

総務常任委員会に付託されました議案第１６号、高森町一般職員の給与に関する

条例の一部改正については、３月７日午後１時から、第３・４委員会室において、

総務課より岩下課長、及び村上課長補佐に出席を求め、詳細に説明を受けました。

慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしまし

た。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１６号、高森町一般

職員の給与に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されま

した。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１７号 平成２０年度高森町一般会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第１７号、平成２０年度高森町一般会計予算については、

各常任委員会に付託してありましたので、各委員長の報告を求めます。総務常任委

員長 甲斐直三君。

○総務常任委員長（甲斐直三君） ４番 甲斐です。

総務常任委員会に付託されました議案第１７号、平成２０年度高森町一般会計予
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算については、３月７日午前１０時から、第３・４委員会室において、税務課より

後藤課長補佐、岩下固定資産税係長、及び甲斐地籍調査係長に、同じく午前１１時

２５分から、会計課より佐伯課長、及び橋本係長、さらに、議会事務局より古澤局

長、及び古庄係長に出席を求め、また、同じく午後１時から、総務課より岩下課

長、村上課長補佐、岩下財政係長、及び廣木企画係長、それから、甲斐財産管理係

長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議をいたしました結果、全委員異議

なく可とすることに決定をいたしました。

以上、報告終わります。

○議長（三森義高君） 文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第１７号、平成２０年度高森町一般会

計予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室において、住民

福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び各係長に出席を求め、詳細に説明を受

け、慎重に審議し、全委員異議なく可とすることにいたしました。

また、同じく午後３時から、同じ委員会室において、教育委員会より渡邉教育

長、色見事務局長、及び東社会教育係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に

審議いたしました結果、同じく全委員異議なく可とすることに決定をいたしまし

た。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第１７号、平成２０年度高森町一般会

計予算については、３月１２日午前１０時から、第３・４委員会室において、産業

観光課より後藤課長、甲斐課長補佐、及び各係長の出席を求め、詳細に説明を受

け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定いたしまし

た。

また、同じく午後２時から、第３・４委員会室において、建設課より瀬井課長、

後藤課長補佐、及び各係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしま

した結果、全委員異議なく可とすることに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 各常任委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。
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［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、各委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議

ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１７号、平成２０年

度高森町一般会計予算については、各委員長の報告のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１８号 平成２０年度高森町国民健康保険特別会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第１８号、平成２０年度高森町国民健康保険特別会計予算

については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求め

ます。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第１８号、平成２０年度高森町国民健

康保険特別会計予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室に

おいて、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び杉田国民健康保険係長に出

席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可と

することに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ
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りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１８号、平成２０年

度高森町国民健康保険特別会計予算については、委員長の報告のとおり可決されま

した。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第１９号 平成２０年度高森町老人保健特別会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第１９号、平成２０年度高森町老人保健特別会計予算につ

いては、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めま

す。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第１９号、平成２０年度高森町老人保

健特別会計予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室におい

て、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び杉田国民健康保険係長に出席を

求め、詳細に説明を受け、慎重に審議した結果、全委員異議なく可とすることに決

定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号、平成２０年

度高森町老人保健特別会計予算については、委員長の報告のとおり可決されまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－
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議案第２０号 平成２０年度高森町後期高齢者医療特別会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第２０号、平成２０年度高森町後期高齢者医療特別会計予

算については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求

めます。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第２０号、平成２０年度高森町後期高

齢者医療特別会計予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室

において、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び杉田国民健康保険係長に

出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議した結果、全委員異議なく可とするこ

とに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２０号、平成２０年

度高森町後期高齢者医療特別会計予算については、委員長の報告のとおり可決され

ました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第２１号 平成２０年度高森町介護保険特別会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第２１号、平成２０年度高森町介護保険特別会計予算につ

いては、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めま

す。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第２１号、平成２０年度高森町介護保
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険特別会計予算については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室におい

て、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び佐伯介護保険係長に出席を求

め、詳細に説明を受け、慎重に審議した結果、全委員異議なく可とすることに決定

いたしました。

なお、平成１９年第３回及び第４回定例会一般質問で指摘されていました介護保

険事業者の不適切な請求に対する県や町の対処について、厳しい意見が交わされ、

今後の対応については、熊本県の指導を仰ぎながら、保険者である各市町村が連携

し、法に基づいた事務処理を合同で実施していくことを確認いたしました。

以上、報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２１号、平成２０年

度高森町介護保険特別会計予算については、委員長の報告のとおり可決されまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第２２号 平成２０年度高森町簡易水道事業特別会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第２２号、平成２０年度高森町簡易水道事業特別会計予算

については、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求め

ます。建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） 建設経済常任委員会に付託されました議案第２

２号、平成２０年度高森町簡易水道事業特別会計予算については、３月１２日午後

２時から、第３・４委員会室において、建設課より瀬井課長、後藤課長補佐、及び

岩下水道係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全
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委員異議なく可とすることに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２２号、平成２０年

度高森町簡易水道事業特別会計予算については、委員長の報告のとおり可決されま

した。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第２３号 平成２０年度高森町農業用水供給事業特別会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第２３号、平成２０年度高森町農業用水供給事業特別会計

予算については、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を

求めます。建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第２３号、平成２０年度高森町農業用

水供給事業特別会計予算については、３月１２日午後２時から、第３・４委員会室

において、建設課より瀬井課長、後藤課長補佐、及び岩下水道係長に出席を求め、

詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに

決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。
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これから討論を行います。討論はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２３号、平成２０年

度高森町農業用水供給事業特別会計予算については、委員長の報告のとおり可決さ

れました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第２４号 平成２０年度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計予算について

○議長（三森義高君） 議案第２４号、平成２０年度高森町鉄道経営対策事業基金特別

会計予算については、総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を

求めます。総務常任委員長 甲斐直三君。

○総務常任委員長（甲斐直三君） ４番 甲斐です。

総務常任委員会に付託されました議案第２４号、平成２０年度高森町鉄道経営対

策事業基金特別会計予算については、３月７日午後１時から、第３・４委員会室に

おいて、総務課より岩下課長、村上課長補佐、及び廣木係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議をいたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定

いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２４号、平成２０年

度高森町鉄道経営対策事業基金特別会計予算については、委員長の報告のとおり可

決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

議案第２５号 高森地区簡易水道施設省エネルギー事業基金の設置、管理及び処分に

関する条例の制定について

○議長（三森義高君） 議案第２５号、高森地区簡易水道施設省エネルギー事業基金の

設置、管理及び処分に関する条例の制定については、建設経済常任委員会に付託し

てありましたので、委員長の報告を求めます。建設経済常任委員長 田上更生君。

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番 田上です。

建設経済常任委員会に付託されました議案第２５号、高森地区簡易水道施設省エ

ネルギー事業基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定については、３月１２

日午後２時から、第３・４委員会室において、建設課より瀬井課長、後藤課長補

佐、及び岩下水道係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました

結果、全委員異議なく可とすることに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２５号、高森地区簡

易水道施設省エネルギー事業基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定につい

ては、委員長の報告のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－
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議案第２６号 高森町保育所入所児童の費用徴収条例の一部改正について

○議長（三森義高君） 議案第２６号、高森町保育所入所児童の費用徴収条例の一部改

正については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求

めます。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番 甲斐です。

文教厚生常任委員会に付託されました議案第２６号、高森町保育所入所児童の費

用徴収条例の一部改正については、３月１０日午前１０時から、第３・４委員会室

において、住民福祉課より佐伯課長、長尾課長補佐、及び白石福祉係長に出席を求

め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とするこ

とに決定いたしました。

報告終わります。

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。

お諮りします。

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２６号、高森町保育

所入所児童の費用徴収条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決され

ました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第４ 特別委員長報告について

○議長（三森義高君） 日程第４ 特別委員長報告についてを議題といたします。

議会広報特別委員長の報告を求めます。議会広報特別委員長 甲斐直三君。

○議会広報特別委員長（甲斐直三君） ４番 甲斐です。

議会広報特別委員会の報告をいたします。

議会広報特別委員会は、昨日３月１３日に開催をいたしました。３月議会の広報
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発行については、内容やスケジュール等について、協議を行いましたが、今回は、

平成２０年度の一般会計予算を中心とした主な事業を取り上げ、住民の皆様にわか

りやすくお知らせする予定でございます。

４月中に編成を終えまして、５月１３日頃発行を目標としたいと思っております

ので、議員各位のご理解とご協力をお願いをいたしまして、報告といたします。

○議長（三森義高君） 以上で特別委員長の報告を終わります。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第５ 委員会の閉会中の継続調査申出書について

○議長（三森義高君） 日程第５ 委員会の閉会中の継続調査申出書についてを議題と

いたします。

各常任委員長並びに議会運営委員長から所管事務及び所掌事務のうち、会議規則

第７５条の規定によって、お手元に配りました調査事項について閉会中の継続調査

の申し出があっております。

お諮りします。

各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。よって、各委員長の申し出のとおり、閉

会中の継続調査とすることに決定いたしました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（三森義高君） これで、本日の日程は全部終了しました。

私から一言ごあいさつを申し上げたいと思います。

６日から本日まで９日間の日程で、補正並びに２０年度の当初予算ということで

上程されました各議案について、大変な審議をなされ、本日、決定したところでご

ざいます。これに予算等に携われました、特に、職員の皆さん方におかれまして

は、大変厳しい予算の中で、最大限の活力を見出し、予算化をされました熱意に対

し、感謝を申し上げるところでございます。この当初予算が本年１年すばらしいも

のに執行されますように、ご期待を申し上げ、あいさつにかえたいと思います。

会議を閉じます。

平成２０年第１回高森町議会定例会を閉会いたします。お疲れ様でございまし

た。

－－－－－－－○－－－－－－－

閉会 午前１１時００分
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

高森町議会議長

高森町議会議員

高森町議会議員
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